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昭
和
三
八
年
、
法
政
大
学
社
会
学
部
社
会
学
科
の
若
干
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
「
工
業
化
の
進
展
と
地
域
社
会
の
展
開
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
に
、
静
岡
県
沼
津
・
三
島
地
域
の
社
会
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
報
告
は
、
そ
の
一
部
分
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
工
業

化
の
急
速
に
進
展
し
て
い
る
一
地
域
に
お
い
て
、
新
ら
た
な
労
働
力
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
来
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
新
ら
た
に
形

成
さ
れ
た
年
少
労
働
者
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
節
は
、
教
育
委
員
会
に
集
中
さ
れ
た
各
校
か
ら
の
報
告
及
び
若
干
の
対
象
校
に
お
け
る
就
職
者
に
関
す
る
全
数
調
査
を
主
な
資
料

と
し
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
年
少
労
働
者
の
形
成
過
程
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
一
節
以
下
は
、
こ
の
対
象
校
の
昭
和
一
一
一
五
年
三
月

卒
業
者
に
対
し
て
更
に
く
わ
し
く
な
さ
れ
た
事
例
研
究
及
び
質
問
紙
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
第
二
節
で
は
、
年
少
労
働
者
の
移

年
少
労
働
者
の
実
態

Ｉ
沼
津
・
三
島
地
域
に
お
け
る
調
査
報
告
Ｉ

は
じ
め
に

三
溝

信

副
田
義
也

一

一

一

八



い
う
ま
で
も
な
く
、
年
少
労
働
者
の
供
給
源
は
中
学
校
及
び
高
等
学
校
で
あ
る
。
沼
津
市
・
三
島
市
全
体
で
新
ら
た
な
労
働
力
が
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
形
成
さ
れ
る
か
を
み
よ
う
。
第
一
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
最
近
で
は
進
学
率
が
急
激
に
増
大
し
、
昭
和
三
五
年
三
月

卒
と
三
八
年
三
月
卒
の
間
に
も
中
卒
・
高
卒
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
、
一
○
％
前
後
の
開
き
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
新
ら
た
な
労
働

力
の
供
給
は
率
と
し
て
は
減
少
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
高
卒
の
女
子
の
場
合
に
限
り
無
業
者
の
割
合
も
減
少
し
て
い
る
の
で
、
就
職
率
に

は
そ
れ
ほ
ど
変
化
が
生
じ
な
い
。
な
お
こ
れ
ら
就
職
者
の
う
ち
、
自
営
業
に
従
事
す
る
も
の
を
み
る
と
、
高
卒
男
子
二
％
、
女
子
五
％

中
卒
男
子
七
％
、
女
子
九
％
（
い
ず
れ
も
就
職
者
に
対
す
る
割
合
、
一
一
一
八
年
三
月
卒
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
就
職
者
の
職
業
及
び
産
業
別
分
類
を
第
一
一
・
第
三
表
に
示
そ
う
。
中
卒
・
高
卒
及
び
男
・
女
に
よ
っ
て
、
従
事
す
る
職
業
の
上

に
か
な
り
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
一
一
一
五
年
と
一
一
一
八
年
の
間
に
は
さ
ほ
ど
の
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
一
一
一
八
年
三
月
高
校
卒
業
の
年
令
に
関
し
て
計
算
す
れ
ば
、
自
営
業
就
職
者
を
除
外
し
て
男
女
共
に
約
六
○
％
強
の
人

年
少
労
働
者
の
実
態

三
九

動
が
、
第
三
。
四
節
で
は
そ
の
労
働
及
び
生
活
の
実
態
が
問
題
と
さ
れ
る
。
な
お
第
一
一
一
四
節
の
関
係
は
、
第
一
一
一
節
に
お
い
て
、
事
例
研

究
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
接
近
が
、
先
行
す
る
諸
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
が
ら
と
、
あ
わ
せ
利
用
さ
れ
て
、
第
四
節
で
の
数

量
化
に
よ
る
接
近
の
枠
組
を
構
成
す
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

な
お
、
沼
津
・
一
一
一
島
地
域
の
全
体
と
し
て
の
構
造
及
び
変
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
共
同
研
究
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
す
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
『
工

業
化
の
進
展
と
地
域
社
会
の
変
化
ｌ
静
岡
県
三
島
市
調
査
報
告
』
（
北
川
・
石
川
共
著
、
『
社
会
労
働
研
究
』
第
ｎ
巻
第
３
号
所
載
）
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

１
年
少
労
働
者
の
形
成



第１表卒業後の状況

懐二Ｚ１尺)『？」lＨｈｌ５Ｕｔ Ｚ」

Ｕ（ソ１４Ｌ 年
少
労
働
者
の
実
態

「１

Ｌ」。▲Ｑ」１Ｊ【」

00（１．８とづ６１２§

5．３１７９l２Ｃ ［】Ｕ（【】ｈＬ

Ｓ、３５．３１１４１７３１１１１２１１００(1,783）
男

Ｓ、３８．３１２９１６０１１０１１１１００(2,084）
高校

Ｓ３５．３１１３１６５１２１１１１１００(1,801）
女

Ｓ、３８．３１２０１６６１１２１２１１００(1,880）

共に６月１日現在

（教育委員会への報告より計算）

第２表就職者の職業別

販
売
従
事
者

事
務
従
事
者

農
林
業

作
業
者

運
輸
・
通
信

従
事
者

サ
ー
ビ
ス
職

業
従
事
者

漁
業
作
業
者

技
能
工
生
産

エ
程
作
業
者

左
記
以
外

の
も
の

単
純
労
働
者

計

Ｓ、３５．３１２１８１４１４１１１６０１１１１４１６１１００（759）
中 男

Ｓ、３８．３１０１４１１１６１２１６１１７１６１１３１１００（583）

Ｓ、３５．３１５１１１１４１－’１１４３１１５１１４１７１１００（532）
女学

Ｓ３８．３１５１１３１－’0’２１４６１８１１４１１２１１００（413）

Ｓ、３５．３１２６１１４１４１０１０１４５１３１２１６１１００(1,295）
高 男

Ｓ３８．３１３３１１１１４１－’５１４１１０１３１３１１００(1,241）

Ⅱ】【１月【

女稜

四
○

Ⅱ】【１ノＨ［

共に６月１日現在

「採鉱。採石作業者」は皆無

（教育萎員会への報告より計算）



第３表就職者の産業別

農
業

漁
業
・
水
産

菱
殖
業

運
輸
・

信建
設
業

製
造
業

小卸 険金

不
動
産
業

電
気
・
ガ
ス
・

水
遺
業

公
務

左
記
以
外

の
も
の

サ
ー
ビ
ス
業

売売 融
●

業保

計年
少
労
働
者
の
実
態

業業 業通

「
Ｊ

Ｆ
－
１
Ｌ

r可

L｣

』

庁1

L｣

」 ｒ１
Ｌ」

Ｋ
’
頭

胆
４
｜
、

Ⅲ
】
』
【
【
』

L｣

「可

Ｌ」

共に６月１日現在

「林業・狩猟業」「鉱業」は皆無

（教育委員会への報告より計算）

た
ち
が
こ
の
年
令
ま
で
に
労
働
力
市
場
に
投
げ
入
れ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
層
か
ら
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
沼
津
・
三
島
両
市
よ
り
、
，
そ
れ
ぞ
れ
高
校

・
中
学
を
一
校
ず
つ
抽
出
し
て
調
査
を
行
っ
た
が
（
以
下
の
資

料
は
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
）
学
校
で
記
録
さ
れ
て
い
る
保

護
者
の
職
業
は
、
単
に
「
会
社
員
」
、
「
農
業
」
．
、
「
商
業
」
等
の

記
入
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
就
職
者
と
非
就
職
者
の
家
庭
を
階
層

的
に
比
較
で
き
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た

だ
、
中
学
校
の
教
員
の
話
に
よ
れ
ば
、
「
最
近
で
は
、
家
庭
が

貧
し
い
た
め
に
家
計
補
助
の
目
的
で
就
職
す
る
と
い
う
子
供
は

少
く
、
勉
強
が
き
ら
い
で
成
績
が
悪
く
進
学
も
で
き
な
い
か
ら

就
職
す
る
と
い
う
子
供
が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
第

四
表
は
就
職
者
の
数
学
・
英
語
・
美
術
（
中
学
の
み
）
の
成
績

か
ら
、
三
年
生
の
二
学
期
に
お
け
る
成
績
を
上
・
中
・
下
に
わ

け
た
も
の
で
あ
る
が
、
成
績
の
悪
い
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と

か
ら
し
て
、
こ
の
こ
と
ば
が
あ
る
程
度
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
（
も
っ
と
も
、
進
学
者
中
心
に
授
業
が
す

四
一



第４表就職者の成績

上 中 下 計
叩
一
加
一
犯

年
少
労
働
者
の
実
態

卯
一
団

、【

FＭ

四
ニ

す
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
中
学
で
は
、
こ
の
因
果
関
係
は
逆
と
も
考
え
ら
れ
る

が
）
。次
に
こ
れ
ら
中
・
高
新
卒
者
の
就
職
先
に
つ
い
て
み
よ
う
。
沼
津
・
三
島
両
市
全

体
の
新
卒
者
の
就
職
先
の
職
業
別
、
産
業
別
の
数
字
は
第
一
一
・
第
三
表
に
示
し
た

と
う
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
地
域
別
（
第
五
表
）
及
び
規
模
別
（
第
六
表
）
の
数
字
と

あ
わ
せ
て
ふ
る
と
、
こ
の
地
域
で
の
年
少
労
働
者
形
成
の
だ
い
た
い
の
傾
向
が
は

っ
き
り
し
て
来
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域
で
は
、
中
卒
の
新
労
働
力
は
、
そ
の
大

部
分
が
地
域
内
で
吸
収
さ
れ
る
が
、
就
職
先
の
規
模
か
ら
い
え
ば
中
小
企
業
が
圧

倒
的
に
多
い
。
男
子
は
製
造
業
労
働
者
に
、
女
子
は
製
造
業
労
働
者
の
ほ
か
卸
小

売
業
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
に
、
集
中
す
る
。
年
少
労
働
力
の
不
足
と
い
う
最
近
の
状

況
下
で
は
、
中
学
新
卒
者
へ
の
求
人
は
非
常
に
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
一
一
一
五
年
と
一
一
一
八
年
の
間
の
変
化
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
職
安

職
員
の
話
に
よ
れ
ば
、
「
最
近
は
求
人
側
が
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
最
大
限
に
利
用
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
義
理
」
に
し
ば
ら
れ
て
就
職
先
が

こ
の
地
域
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
は
む
し
ろ
増
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
増
大
は
、
最
近
の
沼
津
・
三
島
地
域
に
お
け
る
工
業
化
の
進
展
と

も
関
連
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
卒
労
働
者
は
、
現
在
も
な
お
こ
の
地
域
に



第５表就職者の就職先地域別
」
■

囮
【
】
。
【
』

24）

此
一
加

年
少
労
働
者
の
実
態

14）

91）

76）

48）

54）

80）

10）

※「沼三地域」とは，沼津市，三島市，清水町，長泉町，裾野町を合･む
〕遍勤可能な地域。「静岡県下」はこの=市三町を除いた県下をさす。

第６表就職者の就職先規模別

「１

Ｊ

Ｘ］

【
１

１
Ｊ

48

「1

L」

卯
一
加

お
け
る
最
下
層
労
働

者
の
供
給
源
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
高

校
新
卒
者
の
場
合
に

は
、
五
○
○
人
以
上

の
規
模
へ
の
就
職
者

が
半
数
を
占
め
て
い

る
。
特
に
男
子
の
場

合
、
こ
の
割
合
は
増

大
す
る
。
な
お
高
卒

男
子
の
二
九
人
以
下

と
い
う
欄
に
は
、
約

半
数
の
自
営
業
就
職

者
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
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ル
数
の
関
係
も
あ
っ
て
全
部
を
合
計
し
た
数
字
を
示
し
た
。
成
績
の
よ
い
も
の
ほ
ど
大
規
模
な
企
業
に
就
職
し
て
い
る
と
い
う
関
連
が
見

ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
一
一
つ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
関
連
は
一
一
一
八
年
一
一
一
月
卒
業
の
場
合
に
は
弱
め
ら
れ
て
来
て
は
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
地
域
ｌ
及
び
日
本
全
体
と
し
て
も
ｌ
の
工
業
化
の
進
展
の
中
で
、
年
少
労
働
力
の
不
足
に
伴
っ
て
、
従
来
の
労
働
力
市

場
の
秩
序
が
破
壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
業
種
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
中
卒
で
は
製
造
業

第７表在学中の成績と就職先の規模
（Ｓ35.3卒業）

年
少
労
働
者
の
実
態

乢
一
加
一
、

Ｆ
」
｜
【
【
】

Ｆ
」
】
｜
【
居
】

兆
一
沼

(S、38.3卒業）

E壹笘iiili ～500130～499 ～291不明 計

上 5６ 1９ 2１ 100（５３）４

中 5０ 2３ 2３ 100(419）４
下
一
計

3９ 2８ 2９ 100(182）４

4７ 2４ 2５ 100(654）４

四
四

と
に
か
く
、
こ
の
よ
う
な
就
職
先
の
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
、

そ
の
地
域
も
県
下
及
び
京
浜
地
域
に
拡
大
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
女
子
は
圧
倒
的
に
事
務
労
働
者
が
多
く
、
男
子
で
は
半
数

Ｏ

近
い
生
産
工
程
作
業
者
が
含
ま
れ
る
。

現
在
の
日
本
の
労
働
者
の
賃
金
は
非
常
に
大
き
な
規
模
別
格

差
を
伴
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
労
働
者
の
階
層
構
成
を
な
す
わ
け

で
あ
る
が
、
以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
階
層
構
成
は
、

中
卒
・
高
卒
と
い
う
学
歴
差
に
よ
っ
て
、
新
労
働
力
形
成
の
際

に
す
で
に
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
階
層
構
成
が
在
学
中
の
成
績
に
よ

っ
て
も
そ
う
と
う
強
く
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
注

目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
は
、
中
卒
・
高
卒
、

男
・
女
共
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
の
で
、
第
七
表
に
は
、
サ
ン
プ



第
八
表
は
、
就
職
後
調
査
時
点
ま
で
の
三
年
半
の
間
に
お
け
る
就
職
先
の
移
動
の
回
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
卒
の
場
合
に
は
約

半
数
が
移
動
の
経
験
を
も
っ
て
お
り
、
一
一
回
以
上
移
動
し
て
い
る
も
の
も
か
な
り
多
い
。
高
卒
の
場
合
は
四
○
％
弱
の
移
動
が
み
ら
れ

年
少
労
働
者
の
実
態

四
五

以
下
、

げ
よ
う
。

以
上
、
中
・
高
新
卒
者
の
就
職
状
況
か
ら
年
少
労
働
者
の
形
成
を
み
て
来
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ

た
年
少
労
働
者
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
先
に
抽
出
し
た
四
校
の
三

五
年
一
一
一
月
卒
業
の
就
職
者
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
事
例
研
究
を
行
い
、
ま
た
郵
送
法
に
よ
る
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。

四
校
と
は
、
沼
津
市
立
高
、
一
一
一
島
南
高
、
沼
津
三
中
、
一
一
一
島
北
中
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
調
査
期
間
及
び
就
職
者
の
集
中
度
の
関
係
か
ら
、
中

卒
者
に
限
り
、
任
意
に
選
択
し
た
約
二
○
名
に
対
し
て
行
っ
た
。
質
問
紙
に
よ
る
調
査
は
、
中
卒
就
職
者
全
員
、
高
卒
就
職
者
三
分
の
一
（
非
作
意
抽

出
）
に
対
し
、
自
記
式
・
郵
送
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
当
初
の
サ
ン
プ
ル
数
は
、
中
卒
一
一
一
一
二
、
高
卒
一
八
一
一
一
、
こ
の
う
ち
、
転
居
に
よ
り
返
送
さ
れ
た
も

の
が
中
卒
二
六
、
高
卒
四
、
結
婚
、
進
学
等
の
理
由
で
調
査
対
象
で
な
く
な
っ
た
も
の
が
中
卒
五
、
高
卒
四
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
有
効
サ
ン
プ

ル
数
は
中
卒
二
○
○
、
高
卒
一
七
五
と
な
っ
た
。
回
答
数
は
中
卒
二
○
、
高
卒
一
○
二
で
あ
り
、
回
答
率
は
中
卒
五
五
％
、
高
卒
五
八
％
と
な
る
。

郵
送
法
に
よ
る
回
答
率
と
し
て
は
高
い
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
半
数
を
や
や
こ
え
る
程
度
で
あ
る
の
で
、
サ
ン
プ
ル
に
若
干
の
か
た
よ
り
が
あ
り
う

に
、
高
卒
で
は
金
融
業
及
び
公
務
に
、
成
績
の
上
の
も
の
が
多
く
、
共
通
し
て
卸
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
下
の
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ

は
労
働
の
種
類
と
の
関
連
で
あ
る
よ
り
は
こ
れ
ら
業
種
の
規
模
と
の
関
連
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
傾
向
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

る
こ
と
は
考
慮
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
年
少
労
働
者
の
実
態
を
述
べ
る
が
、
こ
の
節
で
は
ま
ず
労
働
力
移
動
の
問
題
を
と
り
あ

２
年
少
労
働
者
の
移
動



第８表移動回数

年
少
労
働
者
の
実
態

F1

L｣ ］

卯
一
ｍ

第９表最初の就職先の規模と

移動経験の有無

者
の
う
ち
、
大
企
業
就
職
者
が
母
集
団
の
そ
れ
に
比
し
て
大
き
い
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
中
卒
で
の

移
動
率
は
実
際
に
は
も
っ
と
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
移
動
の
理
由
も
ま
た
、
第
一
○
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
労
働
条
件
へ
の
不
満
が
大

き
な
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
、
高
卒
者
に
お
い
て
は
現
実
の
不
満
と
い
う
よ
り
は
、

企
業
の
将
来
性
へ
の
不
安
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
中
卒
者
に

お
い
て
は
不
満
は
よ
り
直
接
的
で
あ
る
。
労
働
時
間
が
不
確
定
で
あ
る
と
か
、
労
働
環
境
が
悪
く
労

働
災
害
が
多
い
と
い
う
よ
う
な
、
実
際
た
え
が
た
い
よ
う
な
条
件
が
移
動
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
労
働
が
単
純
で
あ
る
た
め
す
ぐ
に
興
味
を
う
し
な
っ
て
し
ま
う
、
雇
傭
主
と
の
関
係
が
直

卯
一
ｍ

卯
一
Ｍ

ｎ
Ｊ 』【

、
四
六

Ｊ
る
。
こ
の
中
卒
・
高
卒
の
差
が
彼
ら
の
就
職
先
の
企
業
規

く蝋
模
の
相
違
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
》
」
と
は
、

都
第
九
表
を
み
れ
ば
た
だ
ち
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
五
○
○

噸
人
以
上
の
規
模
で
の
移
動
が
非
常
に
少
い
の
に
比
し
、
九

噸
九
人
以
下
の
規
模
で
は
移
動
率
が
七
割
を
こ
え
て
い
る
。

法
こ
の
こ
と
は
、
大
企
業
で
は
終
身
雇
傭
制
が
一
般
的
で
あ

伽
る
の
に
対
し
、
中
小
企
業
に
お
い
て
労
働
力
移
動
が
か
な

、

ｑ
り
は
げ
し
い
と
い
う
一
）
れ
ま
で
も
た
し
か
め
ら
れ
て
来
た

日
本
の
労
働
力
市
場
の
特
色
と
一
致
す
る
。
中
卒
の
回
答



第10表移動の理由（最初の就職先から２度目のものへ）

労働条件が悪v、
％９
９
９
３
８
１
８
３

３
２

仕事がおもしろくない年
少
労
働
者
の
実
態

人間関係がおもしろ《ない

非自発的な理由

他企業からのひき抜き

家庭の事情

その他

無回答

計 100(89）

接
的
で
あ
る
た
め
、
う
る
さ
く
い
わ
れ
て
や
め
る
と
い
う
よ
う
な
例
が
多
い
。
イ
ン
グ
ピ

ュ
ー
で
確
か
め
た
範
囲
で
興
味
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
の
不
満
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
給
料
に
関
す
る
不
満
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
「
ブ
ッ
ブ
ッ
い
っ
て
ゑ
て
も
し
か
た
が
な
い
」
と
い
う
受
け
と
り
方
が
多
く
、

た
と
え
不
満
で
は
あ
っ
て
も
移
動
の
直
接
的
な
原
因
と
な
る
こ
と
は
少
い
よ
う
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
給
料
へ
の
不
満
は
常
に
底
辺
に
横
た
わ
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
は
移
動
の
原
因
と
な
り
え
ず
、
む
し
ろ
も
っ
と
さ
さ
い
な
動
機
が
移
動
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
な
お
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
で
、
大
部
分
の
も

の
が
小
遣
い
か
せ
ぎ
に
近
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
お
な
じ
く
こ
の
年
令
的
な
条
件
が
、
労
働
市
場
に
お
け
る
彼
ら
の
優
位
性
を
保
証

し
て
い
る
た
め
、
彼
ら
は
実
に
気
安
く
勤
め
先
を
か
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
移
動
し
た
彼
ら
の
、
移
動
先
は
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。
第
二
表
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
際
に
は
中
小
規
模
企
業
内
部
で

の
移
動
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
そ
れ
も
圧
倒
的
な
の
が
九
九
人
以
下
規
模
内
で
の
移
動

で
あ
る
。
し
か
し
中
小
企
業
か
ら
大
規
模
企
業
へ
の
移
動
も
ほ
ぼ
四
分
の
一
あ
り
、
い
っ

た
ん
中
小
企
業
へ
就
職
し
た
年
少
労
働
者
が
、
地
域
の
工
業
化
の
進
展
の
中
で
、
多
少
と

も
大
規
模
企
業
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
規
模
企
業
か

四
七



●

第11表最初の就職先の規模と２度目の就職先の規模（実数）

Ｉ大規模企業内での移動 ８

Ⅱ中・小規模企業から大規模企業への移動

ｉ）100～499→500以上

ｉi）９９以下→500以上

小計

Ⅲ大規模企業から中・小規模企業への移動

ｉ）500以下→100～４９９

，）500以下→99以下

小計

Ⅵ中・小規模企業内での移動

ｉ）100～499→100～499

ｉｉ）100～499→99以下

iii）９９以下→100～499

Ｗ）９９以下→99以下

小計

年
少
労
働
者
の
実
態

７
４
１
１
２

３
９
２
１

●

’（屯二二四》一●」（吾凹》△勾如知一一《叩一一已皿》一●』一・ｕ》
（
叩
『
血
》
△
勾
夘
一
一

計 8６

（規模不明１，失業中２を除く）

第12表最初の就職先での仕事の種類と２度目の就職先での仕事の種

類（実数）

重労働ｌ販売労働ｌ譽罫務労働｜そ２

狡豹

２萱守子ｍｉＩｍｌ団七

ﾖﾂｹ守子１勘

四
八

(失業中の２を除く）



ら
中
小
企
業
へ
の
移
動
、
大
規
模
企
業
内
で
の
移
動
は
少
い
。
ま
た
仕
事
の
種
類
で
み
る
と
（
第
三
一
表
）
、
生
産
労
働
内
で
の
移
動
が
最

も
多
い
が
、
生
産
労
働
か
ら
販
売
労
働
・
事
務
労
働
へ
の
移
動
も
か
な
り
多
い
。
後
者
は
特
に
女
性
の
間
に
多
く
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

中
卒
の
女
性
の
場
合
、
販
売
労
働
、
そ
れ
も
小
一
商
店
の
売
子
が
大
部
分
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
移
動
は
は
げ
し
く
な
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
移
動
に
際
し
て
の
紹
介
者
を
み
る
と
、
最
も
多
い
の
が
「
親
・
兄
弟
・
親
類
ま
た
は
そ
の
人
た
ち
の
知
人
」
で
五

四
％
、
つ
い
で
「
友
人
」
が
一
五
％
で
あ
り
、
「
職
業
安
定
所
」
一
○
％
、
「
募
集
広
告
」
九
％
と
い
う
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
制
度
的
な

も
の
を
介
し
て
無
面
識
の
企
業
に
移
動
す
る
こ
と
は
少
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
た
し
か
め
た
範
囲
で

は
、
新
ら
た
な
企
業
へ
の
就
職
に
際
し
て
試
験
ら
し
き
も
の
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
皆
無
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
来
る
と
、
こ
の
地
域
で
の
年
少
労
働
者
の
移
動
に
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
三
つ
の
型
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
一
に
、
移
動
者
の
最
も
大
き
な
部
分
を
占
め
る
も
の
と
し
て
の
中
小
企
業
内
で
の
移
動
。
こ
れ
は
、
大
部
分
が
中
卒
者
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
、
男
子
は
生
産
労
働
、
女
子
は
販
売
労
働
を
主
と
し
つ
つ
、
短
期
的
な
期
間
で
移
動
を
つ
づ
け
る
。
後
に
も
み
る
よ
う
に
、
彼
ら
は

移
動
を
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
と
は
考
え
ず
、
ま
た
彼
ら
が
眼
前
に
し
て
い
る
親
方
Ⅱ
主
人
Ⅱ
企
業
主
自
体
が
小
さ
く
不
安
定
な
も
の
で

あ
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
彼
ら
の
手
の
と
ど
く
地
位
で
あ
り
、
彼
ら
も
ま
た
そ
の
地
位
を
将
来
に
夢
み
て
い
る
。
こ
う
し
て
現
実
に
は
、
彼

ら
は
こ
の
地
域
の
中
小
企
業
を
流
れ
歩
く
、
典
型
的
な
中
小
企
業
労
働
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
大
規
模
企
業
か
ら
、
中
小
企
業

へ
の
移
動
が
あ
る
。
そ
の
原
因
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
が
、
大
部
分
が
不
適
応
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
不
適
応
と
い
う
こ
と

は
、
大
企
業
労
働
者
に
要
求
さ
れ
て
い
る
あ
る
種
の
人
間
に
な
り
切
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
い
っ
た
ん
中
小
企
業
に

移
っ
て
か
ら
は
第
一
の
型
の
移
動
を
つ
づ
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
は
、
中
小
企
業
か
ら
大
規
模
企
業
へ
の
移
動
が
あ
る
。
こ
の

場
合
「
企
業
の
将
来
性
」
と
い
う
こ
と
が
移
動
の
主
要
な
理
由
と
な
る
。
高
卒
男
子
に
こ
の
移
動
の
型
が
か
な
り
多
く
み
ら
れ
る
が
、
こ

年
少
労
働
者
の
実
態

四
九



っ
て
ゆ
き
た
い
。

事
例
と
な
る
べ
き
年
少
労
働
者
た
ち
は
、
沼
津
市
立
沼
津
第
三
中
学
校
を
昭
和
一
一
一
五
年
三
月
に
卒
業
し
、
た
だ
ち
に
就
職
し
た
少
年
、

少
女
た
ち
か
ら
え
ら
ば
れ
た
。
こ
の
選
択
に
あ
た
っ
て
の
方
針
は
、
産
業
の
種
類
、
企
業
の
規
模
、
対
象
の
性
別
な
ど
で
、
事
例
が
、
地

区
の
年
少
労
働
者
の
全
体
が
も
つ
属
性
と
な
る
べ
く
近
似
し
た
属
性
を
も
つ
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
面
接

の
た
め
に
職
場
へ
の
訪
問
を
は
じ
め
て
み
る
と
、
三
年
間
に
転
職
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
訪
問
は
出
身
中
学
校
に
の
こ
さ
れ
た
卒
業
時

の
就
職
さ
き
の
記
録
に
よ
っ
た
の
で
、
面
接
が
で
き
な
い
ぱ
あ
い
が
し
ば
し
ば
生
じ
た
。
転
職
さ
き
を
追
っ
て
ゆ
く
努
力
も
な
さ
れ
た

が
、
つ
ね
に
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
い
し
ょ
に
え
ら
ん
だ
事
例
は
一
二
で
あ
っ
た
が
、
面
接
に
成
功
し
た
事
例
は
］
○
に
す
ぎ
な

年
少
労
働
者
た
ち
の
労
働
と
生
活
と
に
た
い
し
て
、
事
例
に
よ
る
接
近
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
目
的
は
、
と
り
あ
え
ず
、

二
つ
か
ぞ
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
つ
は
、
の
ち
に
お
こ
な
わ
れ
る
数
量
化
に
よ
る
接
近
で
は
、
と
ら
え
が
た
い
、
あ
る
い
は
、

す
く
な
く
と
も
見
失
わ
れ
が
ち
な
、
現
実
の
全
体
性
に
ち
か
ず
こ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
全
体
性
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
多

く
が
か
た
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
い
ま
は
、
そ
れ
を
控
え
る
こ
と
に
す
る
。
の
こ
り
の
一
つ
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
数
量
化
に

よ
る
接
近
の
た
め
の
枠
組
の
一
部
を
ひ
き
だ
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
の
叙
述
も
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
は
た
す
よ
う
に
、
お
こ
な

年
少
労
働
者
の
実
態

五
○

の
よ
う
な
移
動
の
道
が
ど
の
て
い
ど
開
か
れ
て
い
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
対
す
る
調
査
に
よ
ら
ね
ば
明
ら
か
に
し
え
な
い
で
あ
ろ

う
。

３
年
少
労
働
者
の
労
働
と
生
活

ｌ
事
例
に
よ
る
接
近
Ｉ



②
Ｆ
発
動
機
に
就
職
を
す
る
気
持
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
校
三
年
生
の
一
一
学
期
、
受
け
持
ち
の
教
師
に
す
す
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
自

分
と
し
て
は
、
自
動
車
の
修
理
工
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｆ
発
動
機
な
ら
ば
就
職
さ
き
と
し
て
悪
く
な
い
と

も
お
も
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
い
っ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
や
っ
て
き
た
仕
事
は
、
一
年
目
が
ヘ
ッ
ト
の
穴
あ
け
、
二
年
目
が
シ
リ
ン
ダ

ー
・
ラ
ジ
ア
ル
、
三
年
目
の
現
在
が
第
二
工
場
・
第
四
機
械
・
シ
リ
ン
ダ
ー
初
工
程
で
セ
ン
パ
ン
で
す
。
一
年
目
か
ら
仕
事
は
つ
ま
ら
な

年
少
労
働
者
の
実
態

五
一

い
。
こ
の
う
ち
の
六
の
面
接
記
録
の
一
部
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

接
近
の
方
法
は
、
事
例
と
な
っ
た
年
少
労
働
者
の
勤
務
さ
き
を
訪
問
し
、
本
人
と
人
事
関
係
の
責
任
者
と
に
別
々
に
面
接
す
る
と
い
う

や
り
か
た
を
と
っ
た
。
本
人
に
た
い
し
て
は
、
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
ほ
ど
の
自
由
な
対
話
の
な
か
で
、
②
労
働
過
程
と
労
働
組
織
、
②

賃
金
・
消
費
支
出
と
家
族
組
織
、
⑥
労
働
時
間
・
余
暇
時
間
と
余
暇
消
費
と
い
う
三
つ
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
状
と
、

そ
の
実
状
に
か
ん
す
る
意
識
を
た
ず
ね
た
。
人
事
関
係
の
責
任
者
に
は
、
企
業
の
一
般
的
な
概
況
と
、
事
例
と
な
っ
た
年
少
労
働
者
の
特

性
と
を
た
ず
ね
た
。
以
下
の
紹
介
の
な
か
で
は
、
ま
ず
、
企
業
の
概
況
を
て
み
じ
か
に
述
べ
、
つ
い
で
、
本
人
が
あ
き
ら
か
に
し
た
こ
と

が
ら
を
、
な
る
べ
く
本
人
が
も
ち
い
た
こ
と
ば
で
、
示
し
て
み
る
。

（
事
例
１
）
Ｙ
・
Ｋ
君
。
”
男
子
、
一
八
才
。

Ｆ
発
動
機
に
つ
と
め
て
い
る
。
同
社
に
は
労
働
者
が
五
○
○
余
名
は
た
ら
い
て
お
り
、
こ
の
地
区
で
は
、
中
学
校
の
卒
業
生
が
そ
こ
に
就
職
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
幸
運
で
あ
る
と
さ
れ
る
、
安
定
し
た
、
大
き
い
企
業
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
Ｆ
重
エ
の
下
受
け
企

業
で
あ
り
、
株
の
六
○
％
は
Ｆ
重
エ
が
も
ち
、
商
標
も
Ｆ
重
工
と
共
通
し
て
い
る
。
消
防
ポ
ン
プ
、
空
冷
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
製
作
し
て
い
る
。
労
働
者

は
、
生
産
部
門
と
管
理
部
門
と
で
ほ
ぼ
半
数
づ
つ
に
わ
か
れ
る
。
前
者
は
、
さ
ら
に
三
つ
に
わ
か
れ
、
第
一
工
場
（
消
防
ポ
ン
プ
）
、
第
一
一
工
場
（
空

は
、
生
産
部
門
と
管
理
部
串

冷
エ
ン
ジ
ン
）
、
第
三
エ
場
（
そ
の
他
）
と
な
る
。



選
挙
は
、
こ
の
あ
い
だ
の

だ
、
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

年
少
労
働
者
の
実
態

五
一
一

か
つ
た
。
そ
の
理
由
は
、
仕
事
が
す
ぐ
わ
か
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
、
と
お
も
い
ま
す
。
自
分
が
や
ら
さ
れ
て
い
る
仕
事
が
つ
ま
ら
な
く
み

え
る
の
に
つ
れ
て
、
ほ
か
の
企
業
の
仕
事
が
お
も
し
ろ
く
み
え
て
く
る
も
の
で
す
。
友
だ
ち
の
ひ
と
り
で
、
三
年
間
に
七
回
転
職
し
た
も

の
が
い
ま
す
が
、
お
も
し
ろ
い
仕
事
を
求
め
て
そ
う
し
た
の
だ
ろ
う
し
、
そ
の
気
持
は
わ
か
り
ま
す
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ま
だ
、

仕
事
の
お
も
し
ろ
さ
が
な
に
よ
り
大
事
な
の
で
す
。
賃
金
の
額
の
ほ
う
が
大
事
に
な
る
の
は
、
や
は
り
、
一
一
○
才
を
す
ぎ
て
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
組
合
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
と
く
に
つ
よ
い
関
心
を
そ
れ
に
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
合
の
代
議
員

選
挙
は
、
こ
の
あ
い
だ
の
六
月
に
あ
り
ま
し
た
。
一
一
○
人
の
班
か
ら
、
一
人
の
代
議
員
が
出
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ま

○
、
○
○
○
［

で
、
ふ
つ
う
脛

あ
る
の
で
す
。

私
の
家
族
た
ち
は
、
み
な
、
い
っ
し
ょ
に
、
叔
父
の
家
に
お
い
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
父
は
、
結
核
で
、
こ
の
八
年
間
ず
っ
と
寝

て
い
ま
す
。
母
は
、
五
年
ほ
ど
ま
え
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
働
い
て
い
る
の
は
、
兄
と
私
と
の
一
一
人
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
仕
事
は
つ
ま

ら
な
く
と
も
、
が
ま
ん
し
て
、
手
が
た
く
、
平
凡
に
ゆ
こ
う
と
お
も
い
ま
す
。
事
業
を
や
り
た
い
と
は
と
く
に
お
も
い
ま
せ
ん
。
希
望

は
、
家
族
の
者
た
ち
の
健
康
だ
け
で
す
。

⑥
仕
事
は
、
八
時
か
ら
四
時
二
○
分
ま
で
で
す
。
五
時
に
は
帰
宅
し
て
お
り
、
一
○
時
ご
ろ
に
は
就
寝
し
ま
す
。
暇
な
時
間
は
、
主
と

②
賃
金
は
、
基
本
給
一
一
一
、
○
○
○
円
、
そ
れ
に
諸
手
当
が
つ
き
ま
す
。
し
か
し
、
社
内
預
金
一
一
、
六
○
○
円
、
そ
の
ほ
か
を
差
し
ひ

か
れ
る
と
、
手
取
り
は
一
○
、
○
○
○
円
ほ
ど
で
す
。
初
任
給
は
六
、
○
○
○
円
、
毎
年
一
一
、
○
○
○
円
づ
つ
昇
給
し
て
き
ま
し
た
。
一

○
、
○
○
○
円
の
な
か
か
ら
は
、
家
に
五
、
○
○
○
円
を
い
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
年
頃
の
ほ
か
の
人
び
と
に
く
ら
べ
る
と
多
い
ほ
う

で
、
ふ
つ
う
は
、
三
、
○
○
○
円
く
ら
い
し
か
い
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
、
家
族
の
者
た
ち
の
事
情
も



Ｆ
製
菓
に
つ
と
め
て
い
る
。
全
国
的
に
著
名
な
製
菓
会
社
で
、
こ
の
地
区
で
中
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
を
す
る
女
子
生
徒
が
、
ま
ず
、
ね
ら
う
企
業

の
一
つ
で
あ
る
。
作
業
内
容
が
女
性
む
き
で
あ
り
、
労
働
条
件
が
比
較
的
に
は
も
っ
と
も
よ
い
部
類
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
企
業
内
部
は
八
つ
の
課

に
わ
か
れ
る
が
、
中
学
校
卒
業
の
女
子
が
配
属
さ
れ
る
の
は
、
製
造
一
課
（
ミ
ル
キ
ー
、
ハ
イ
カ
ッ
プ
、
チ
ュ
ウ
イ
ン
グ
ガ
ム
、
そ
の
ほ
か
乳
製
品
）
、

製
造
二
課
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
の
二
つ
で
あ
る
。

②
Ｆ
製
菓
に
就
職
し
た
い
と
お
も
っ
た
の
は
、
会
社
は
大
き
い
し
、
姉
が
こ
こ
で
働
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
は
い
っ
て
一
年
目
は
、
ミ

ル
キ
ー
の
サ
ッ
ク
詰
め
と
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
や
り
ま
し
た
。
二
年
目
か
ら
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
ボ
ッ
ク
ス
詰
め
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ス
ィ
ー
タ

ー
と
い
っ
て
、
ジ
ャ
ム
入
り
サ
ン
ド
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
、
五
色
の
い
ろ
ど
り
で
詰
め
あ
わ
せ
る
の
で
す
。
仕
事
は
、
第
一
包
装
班
か
ら
第

一
一
一
包
装
班
ま
で
に
わ
か
れ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
｜
班
ご
と
に
、
一
○
年
く
ら
い
の
経
験
を
も
つ
男
子
の
班
長
が
い
て
、
そ
の
し
た
に
、
組

が
五
つ
六
つ
あ
り
、
組
長
は
女
子
、
組
員
は
一
組
あ
た
り
一
一
○
人
く
ら
い
で
す
。
仕
事
は
は
じ
め
お
も
し
ろ
く
な
か
っ
た
け
ど
、
い
ま
の

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
ボ
ッ
ク
ス
詰
め
は
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
、
お
も
し
ろ
い
か
、
お
も
し
ろ
く
な
い
か
は
、
仕
事
の
内
容
よ
り
は
、
い
っ
し
ょ

年
少
労
働
者
の
実
態

五
三

し
て
、
ギ
タ
ー
を
ひ
い
て
す
ご
し
ま
す
。
ギ
タ
ー
は
、
就
職
し
て
一
年
目
に
な
ら
い
は
じ
め
、
ち
ょ
う
ど
一
年
間
な
ら
い
ま
し
た
。
い
ま

は
、
ひ
と
り
で
勉
強
し
た
り
、
沼
津
古
典
ギ
タ
ー
愛
好
会
の
会
員
と
し
て
仲
間
と
勉
強
し
た
り
、
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
で
、
文
化
祭
や

そ
の
ほ
か
の
機
会
に
発
表
会
を
も
よ
お
し
ま
す
。
八
月
二
四
日
の
発
表
会
で
は
、
私
も
、
合
奏
に
出
演
し
ま
し
た
。
ひ
い
た
の
は
、
ア
ン

ダ
ン
テ
、
月
見
草
、
小
鹿
の
バ
ン
ピ
の
三
曲
で
す
。
私
た
ち
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
？
）
ば
か
り
ひ
い
て
ジ
ャ
ズ
は
ひ
か
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
以
前
、
会
社
の
体
操
部
に
は
い
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
は
や
め
ま
し
た
。
生
活
の
は
り
は
、
も

っ
ぱ
ら
、
ギ
タ
ー
を
ひ
く
こ
と
で
す
。

（
事
例
２
）
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
。
女
子
、
一
八
才
。

処



年
少
労
働
者
の
実
態

五
四

に
働
く
ひ
と
た
ち
に
よ
っ
て
き
ま
る
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。
私
の
ぱ
あ
い
、
さ
い
し
ょ
は
、
ト
ヅ
ポ
イ
の
が
い
っ
し
ょ
で
、
い
や
だ
っ
た

の
で
す
。
い
ま
は
、
気
が
あ
う
ひ
と
た
ち
ば
か
り
で
楽
し
い
。
組
合
は
あ
り
ま
す
。
代
議
員
を
粗
で
え
ら
び
、
そ
の
人
た
ち
が
主
と
し
て

活
動
し
ま
す
。
ふ
つ
う
、
代
議
員
に
は
古
参
の
ひ
と
た
ち
が
な
り
ま
す
。
私
は
、
も
ち
ろ
ん
、
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
の
夏

の
ボ
ー
ナ
ス
交
渉
で
は
、
時
限
ス
ト
を
や
り
ま
し
た
。
時
限
ス
ト
は
と
き
ど
き
や
り
ま
す
。

②
そ
の
ほ
か
に
も
、
賃
金
は
、
基
本
給
が
一
四
、
四
○
○
円
、
こ
れ
に
皆
勤
手
当
、
早
出
手
当
な
ど
が
つ
き
ま
す
。
手
取
り
は
、
社
内

預
金
を
一
、
五
○
○
円
さ
し
ひ
か
れ
て
、
一
三
、
○
○
○
円
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
初
任
給
は
六
、
○
○
○
円
で
し
た
。
一
一
一
一
、
○
○
○

円
か
ら
は
、
ま
ず
、
漁
業
協
同
組
合
に
五
、
○
○
○
円
を
貯
金
し
ま
す
。
洋
裁
の
月
謝
が
七
五
○
円
、
あ
と
は
、
ぜ
ん
ぶ
、
お
小
遣
い
に

し
ま
す
。
洋
服
は
、
平
均
し
て
、
一
月
に
三
着
く
ら
い
こ
し
ら
え
ま
す
。

家
族
は
、
漁
師
を
し
て
い
る
父
親
、
母
親
、
兄
夫
婦
、
弟
、
そ
れ
に
私
で
、
六
人
で
す
。
結
婚
の
相
手
を
か
ん
が
え
る
と
し
た
ら
、
ふ

つ
う
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
の
で
し
ょ
う
け
ど
。
私
は
、
も
う
、
結
婚
す
る
つ
も
り
で
交
際
し
て
い
る
ひ
と
が
居
る
の
で
す
。
電
気

関
係
の
技
術
者
な
の
で
す
。
結
婚
を
し
て
、
そ
の
人
が
お
店
を
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
と
お
も
い
ま
す
。
結
婚
は
私
が
二
○
才
に
な
っ

た
ら
、
な
る
べ
く
は
や
く
し
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
相
手
の
両
親
も
い
っ
し
ょ
に
く
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
会
社
が
ひ
け
た
あ
と
、
週
に
三
回
は
洋
裁
、
一
回
は
活
花
を
お
そ
わ
り
に
ゆ
き
ま
す
。
洋
裁
は
一
一
一
回
で
四
時
間
く
ら
い
、
活
花
は
一

回
に
一
時
間
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
バ
レ
エ
ポ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
ほ
か
の
ひ
と
は
会
社
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
私

は
や
り
ま
せ
ん
。
週
に
四
回
も
な
ら
い
に
ゆ
く
と
な
る
と
、
け
つ
こ
う
忙
し
い
の
で
す
。
読
書
は
、
新
聞
に
週
刊
誌
く
ら
い
。
い
ま
の
状

態
で
、
不
満
ら
し
い
不
満
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
と
お
も
い
ま
す
。

（
事
例
３
）
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
。
女
子
、
’
八
才
。



②
Ｆ
製
菓
に
就
職
し
た
い
と
お
も
っ
た
の
は
、
友
だ
ち
が
こ
こ
に
居
て
、
話
を
い
ろ
い
ろ
き
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
賃
金
が
た

か
い
と
い
う
こ
と
は
、
主
な
理
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
は
、
一
年
目
は
手
包
装
で
、
。
ハ
イ
・
ハ
ィ
を
巻
い
た
り
、
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
つ
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
は
、
い
ま
ま
で
、
サ
ン
ド
マ
シ
ン
の
運
転
や
製
品
と
り
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
、
さ
い
し
ょ

は
、
す
わ
っ
て
い
ら
れ
た
か
ら
楽
で
し
た
が
、
い
ま
は
、
立
ち
づ
め
で
苦
し
い
。
そ
れ
に
、
仕
事
が
、
か
わ
っ
た
は
じ
め
は
よ
い
の
で
す

け
ど
、
す
ぐ
に
わ
か
っ
て
し
ま
い
、
わ
か
る
と
あ
き
て
く
る
の
で
す
。
そ
う
な
る
と
退
屈
で
す
。

②
賃
金
は
、
基
本
給
が
一
四
、
四
○
○
円
、
手
当
、
社
内
預
金
、
そ
の
ほ
か
を
、
く
わ
え
た
り
、
ひ
い
た
り
し
ま
す
と
、
手
取
り
は
ど

の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
注
意
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
け
ど
。
と
に
か
く
、
そ
の
な
か
か
ら
、
家
に
四
、
○

○
○
円
い
れ
て
、
さ
ら
に
、
三
、
○
○
○
円
を
貯
金
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
小
遣
い
で
、
主
な
つ
か
い
み
ち
は
、
洋
服
を
こ
し
ら
え
る
こ

と
と
、
会
社
の
友
だ
ち
と
あ
そ
び
に
ゆ
く
こ
と
で
す
。

家
族
は
五
人
、
父
親
、
母
親
、
弟
二
人
、
私
で
す
。
父
親
は
、
材
木
会
社
を
や
っ
て
い
ま
す
。
結
婚
は
、
ま
だ
、
か
ん
が
え
て
い
ま
せ

ん
。
も
う
す
こ
し
あ
そ
ん
で
い
た
い
。
い
ず
れ
結
婚
す
る
と
き
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
で
も
、
恋
愛
の
機
会
を

も
と
め
て
、
ち
ょ
っ
と
積
極
的
に
う
ご
け
ば
、
あ
い
つ
は
「
い
い
た
ま
」
だ
と
い
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、
そ
れ
で
、
い
や
な
お
も
い

を
さ
せ
ら
れ
た
経
験
も
あ
る
の
で
す
。

⑥
会
社
は
、
八
時
一
一
○
分
に
始
業
、
四
時
三
○
分
に
終
業
で
す
。
会
社
で
、
い
ろ
ん
な
お
稽
古
ご
と
を
や
っ
た
り
、
な
ん
か
し
て
、
六

時
ご
ろ
に
会
社
を
出
ま
す
ｇ
帰
宅
し
た
あ
と
は
、
お
店
の
ほ
う
で
あ
そ
ん
で
、
入
浴
し
、
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
夕
食
、
就
寝
と
、
だ
い
た

い
、
き
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
あ
そ
ぶ
の
が
と
て
も
好
き
で
す
。
休
日
は
、
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
、
会
社
の
仲
間
と
い
つ

年
少
労
働
者
の
実
態

五
五

Ｆ
製
菓
に
つ
と
め
て
い
る
。
同
社
に
つ
い
て
は
、
事
例
２
を
参
照
。



②
ｓ
水
産
に
く
る
ま
え
に
、
四
つ
の
職
場
で
は
た
ら
き
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
Ｆ
発
動
機
（
事
例
１
を
参
照
）
で
、
職
業
安
定
所
か

ら
す
す
め
ら
れ
て
就
職
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
事
は
単
調
だ
し
、
賃
金
は
ひ
く
い
。
一
年
一
一
一
カ
月
で
や
め
ま
し
た
。
つ
ぎ
が
Ｓ
製
作
所

で
、
友
だ
ち
の
紹
介
で
は
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｔ
製
作
所
の
下
請
け
で
す
が
、
会
社
と
し
て
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
一
年
半
い

て
か
ら
、
や
め
ま
し
た
。
喧
嘩
し
て
、
掛
長
を
ち
ょ
っ
と
殴
っ
た
ら
、
う
し
ろ
に
吹
き
と
ん
で
、
ひ
っ
く
り
か
え
り
、
顎
の
骨
が
ど
う
か

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
す
。
一
一
一
番
目
が
Ｙ
機
械
で
、
半
年
い
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
機
を
つ
く
る
町
工
場
で
掴
工
員
は
、

私
を
い
れ
て
一
一
一
人
と
い
う
小
さ
さ
で
す
。
い
ま
ま
で
や
っ
た
仕
事
の
う
ち
で
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
こ
こ
の
仕
事
だ
け
で
す
・
そ

の
、
機
械
を
つ
く
る
仕
事
は
、
ほ
ん
と
う
に
お
も
し
ろ
く
、
は
り
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
は
、
図
面
を
わ
た
さ
れ
て
、
一
つ
の
機
械

を
、
さ
い
し
ょ
か
ら
さ
い
ご
ま
で
、
一
人
で
つ
く
ら
せ
て
く
れ
た
か
ら
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
お
も
い
ま
す
。
や
は
り
、
頭
を

つ
か
う
仕
事
は
お
も
し
ろ
い
。
し
か
し
、
こ
こ
も
、
仲
間
を
殴
っ
て
、
や
め
ま
し
た
。
四
番
目
が
Ａ
建
設
で
、
四
カ
月
い
ま
し
た
・
仕
事

は
木
工
で
す
。
い
や
に
な
っ
た
理
由
は
、
仕
事
が
単
調
で
、
し
か
も
、
仕
事
場
が
自
宅
に
ち
か
い
と
き
て
い
る
の
で
、
な
ん
の
変
化
も
な

い
か
ら
で
す
。
変
化
が
ほ
し
く
て
、
や
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
Ｓ
水
産
に
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
も
つ
ま
ら
な
い
。
で
も
、
で
き
れ

ば
、
一
一
○
才
ま
で
辛
棒
し
て
か
ら
、
よ
そ
の
土
地
に
ゆ
き
た
い
。
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
を
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
あ
の
仕
事
は
、
稼

ぎ
が
よ
い
の
で
す
。

年
少
労
働
者
の
実
態

し
ょ
に
出
か
け
ま
す
。
映
画
や
ス
ケ
ー
ト
、

（
事
例
４
）
Ｍ
・
Ｔ
君
。
男
子
、
一
八
才
。

ｓ
水
産
に
つ
と
め
て
い
る
。
労
働
者
が
数
人
の
典
型
的
な
零
細
企
業
で
あ
る
。
製
氷
を
お
こ
な
う
い
つ
ぼ
う
、
賃
冷
蔵
室
を
や
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

水
産
物
を
あ
ず
か
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
に
も
よ
く
ゆ
き
ま
す
〈

五
六



②
賃
金
は
、
二
」
、
○
○
○
円
と
ち
ょ
っ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
五
、
○
○
○
円
を
家
に
い
れ
ま
す
。
貯
金
は
、
ま
え
は
し
て
い
ま
し

た
が
、
い
ま
は
、
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
。
の
こ
り
は
小
遣
い
に
し
ま
す
が
、
洋
服
代
に
は
か
な
り
つ
か
い
ま
す
。
背
広
は
、
い
ま
、
六
着
も

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
こ
し
ら
え
た
い
。
月
賦
で
こ
し
ら
え
る
の
で
す
。

家
族
は
七
人
で
す
。
父
親
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
会
社
に
つ
と
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
あ
い
だ
の
七
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
祖
母
と

母
親
、
兄
弟
は
四
人
い
ま
す
。
長
兄
は
国
鉄
に
つ
と
め
、
次
兄
は
製
図
屋
で
Ｔ
製
作
所
の
下
請
け
企
業
に
い
ま
す
。
一
一
一
番
目
の
兄
は
鉄
工

場
、
弟
は
中
学
校
の
一
一
一
年
生
で
す
。

⑥
こ
こ
は
、
八
時
に
始
業
、
五
時
に
終
業
で
す
。
帰
宅
は
六
時
半
、
入
浴
し
、
夕
食
を
と
っ
た
ら
、
寝
る
ま
で
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
み

て
い
ま
す
。
土
曜
日
は
よ
く
映
画
に
ゆ
き
ま
す
。
家
に
い
て
も
つ
ま
ら
な
い
の
で
す
が
、
外
に
出
て
も
道
楽
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
困
り
ま
す
。
趣
味
と
い
わ
れ
る
と
、
つ
り
が
、
い
ち
お
う
は
趣
味
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ハ
ゼ
や
ウ
ナ
ギ
を
つ
り
に

ゆ
く
の
は
好
き
で
す
が
、
い
ま
の
こ
の
季
節
は
、
だ
め
で
す
。
そ
の
う
ち
、
自
動
車
の
運
転
を
お
し
え
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。
一
一
ヵ
月

も
あ
れ
ば
、
ぜ
ん
ぶ
の
み
こ
ん
で
み
せ
ま
す
。
こ
れ
は
、
将
来
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転
手
と
な
る
準
備
で
す
。

（
事
例
５
）
Ａ
・
Ｈ
君
。
男
子
、
一
八
才
。

レ
ス
ト
ラ
ン
．
Ｔ
軒
に
つ
と
め
て
い
る
。
Ｔ
軒
は
、
労
働
者
二
八
○
人
、
こ
の
種
の
店
と
し
て
は
、
大
き
い
ほ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
沼
津
で
は
、
由

緒
が
あ
る
店
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
企
業
内
部
は
、
調
理
部
、
販
売
部
、
パ
ン
工
場
、
グ
リ
ル
、
駅
売
店
、
そ
の
ほ
か
に
わ
か
れ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン

だ
け
で
は
な
く
、
パ
ン
や
駅
弁
の
製
造
・
販
売
ま
で
を
や
っ
て
い
る
。
宴
会
場
を
貸
す
の
も
主
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
る
。

②
コ
ッ
ク
は
、
ほ
ん
と
う
に
一
人
前
に
な
る
の
に
一
○
年
、
ふ
つ
う
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
通
用
す
る
程
度
に
な
る
の
に
も
五
年
は
か
か
る

の
で
す
か
ら
、
た
い
へ
ん
で
す
。
こ
こ
に
就
職
し
て
か
ら
、
一
年
目
は
洗
い
な
が
し
、
一
一
年
目
か
ら
は
野
菜
洗
い
、
サ
ラ
ダ
の
準
備
、
冷

年
少
労
働
者
の
実
態

五
七
．



年
少
労
働
者
の
実
態

五
八

蔵
庫
の
管
理
、
補
充
な
ど
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
は
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ー
フ
か
ら
叱
ら
れ
た
と
き
な
ど
、
い
や
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
い
や
に
な
る
こ
と
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
一
年
目
で
し
ょ
う
か
。
い
ま
は
、
仕
事
を
お
ぼ
え
る
こ
と
の
大

事
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
で
も
、
朝
の
八
時
か
ら
働
き
づ
め
に
働
い
て
、
一
一
一
時
ご
ろ
か
ら
疲
れ
て
く
る
と
、
参
っ
て
き
ま

す
。
で
も
、
苦
労
し
て
も
、
技
術
が
自
分
の
身
に
つ
く
の
で
す
か
ら
、
苦
労
の
し
が
い
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
一
軒

も
ち
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
名
物
料
理
を
一
つ
き
め
て
、
そ
れ
で
、
店
の
名
を
売
る
の
が
よ
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
Ｔ
軒
は
、
カ
レ
ー
料
理
で
名
を
売
っ
た
と
き
い
て
い
ま
す
。

②
賃
金
は
、
手
取
り
で
一
四
、
五
○
○
円
で
す
。
こ
の
う
ち
、
『
○
○
○
円
を
店
に
ま
か
な
い
費
と
し
て
、
八
、
○
○
○
円
を
家
に

食
費
と
し
て
、
い
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
さ
だ
ま
っ
た
支
出
と
し
て
は
、
一
五
年
が
け
で
一
一
五
○
、
○
○
○
円
に
な
る
簡
易
保
険
に
は
い

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
掛
金
が
あ
り
ま
す
。
小
遣
い
に
す
る
の
は
、
｜
、
五
○
○
円
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
衣
類
と
映
画
、
そ
れ
に
、
飲

食
費
に
つ
か
い
ま
す
。
飲
食
費
は
、
私
た
ち
に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
費
用
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

飲
食
し
て
、
勉
強
す
る
の
で
す
。
こ
の
Ｔ
軒
と
は
り
あ
っ
て
い
る
Ｎ
軒
に
は
、
従
兄
が
い
ま
す
が
、
ま
け
た
く
あ
り
ま
せ
ん
・
あ
ち
ら

は
、
量
が
多
い
の
で
評
判
で
す
が
、
質
は
劣
っ
て
い
る
と
お
も
い
ま
す
。

家
族
は
、
四
人
で
す
。
父
親
は
冑
が
わ
る
く
て
、
家
で
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
ま
す
。
母
親
は
工
場
に
出
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

も
う
、
止
め
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
す
が
、
本
人
は
つ
づ
け
る
つ
も
り
の
よ
う
で
す
。
あ
と
、
弟
が
い
ま
す
。

③
八
時
に
始
業
、
八
時
に
終
業
で
す
か
ら
、
平
日
は
、
ほ
と
ん
ど
、
暇
な
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
休
日
は
週
一
度
で
す
。
七
月
か
ら
八

月
は
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
、
一
○
月
か
ら
一
一
一
月
は
結
婚
式
シ
ー
ズ
ン
で
忙
し
く
な
り
ま
す
。
一
一
月
と
九
月
は
わ
り
あ
い
暇
で
、
た
ま
に
は

五
時
終
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
休
日
に
は
、
中
学
校
時
代
か
ら
の
友
だ
ち
が
や
っ
て
き
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
雑
談
を



し
た
り
し
ま
す
。
雑
談
の
話
題
に
は
、
あ
そ
び
関
係
の
も
の
を
え
ら
び
ま
す
。
仕
事
関
係
で
は
、
賃
金
の
こ
と
ぐ
ら
い
は
話
し
て
も
、
仕

事
の
内
容
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
ほ
か
の
ひ
と
の
仕
事
の
内
容
を
き
け
ば
、
そ
れ
が
お
も
し
ろ
そ
う
で
、
そ
ち
ら
に
転
職
し
た

い
と
い
う
気
持
が
、
ど
う
し
て
も
出
て
き
ま
す
か
ら
。
こ
れ
は
、
私
だ
け
が
注
意
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
お
た
が
い
に
、

な
に
も
い
わ
な
い
で
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
か
ん
が
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ど
で
し
ょ
う
か
。

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

家
族
は
、
四
人
三

Ｔ
軒
に
つ
と
め
て
い
る
。
同
店
に
つ
い
て
は
、
事
例
５
参
照
。

①
Ｔ
軒
に
就
職
し
た
い
と
お
も
っ
た
の
は
、
隣
家
の
ひ
と
が
勤
め
て
い
た
こ
と
や
、
親
族
の
す
す
め
、
露
囲
気
が
よ
い
こ
と
、
同
年
輩

の
ひ
と
が
多
い
こ
と
、
な
ど
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
初
任
給
は
四
○
○
○
円
で
低
い
ほ
う
で
し
た
か
ら
、
別
に
、
賃
金
が
理
由
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
年
目
は
洗
い
な
が
し
と
、
鉄
板
、
卵
を
置
く
台
の
清
掃
、
一
一
年
目
は
お
す
し
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
掛
り
に
ま
わ
さ

れ
、
油
揚
を
煮
て
い
ま
し
た
。
三
年
目
で
、
よ
う
や
く
、
駅
弁
の
料
理
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
不
慣
れ
な
こ
と
や
、
い
っ
し
ょ
に

働
く
ひ
と
た
ち
と
う
ま
く
話
せ
な
い
こ
と
で
、
さ
い
し
ょ
は
苦
痛
で
し
た
。
し
か
し
、
一
カ
月
も
す
る
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
へ
三

カ
月
く
ら
い
で
仕
事
も
い
く
ら
か
の
み
こ
ん
で
き
ま
し
た
。

②
賃
金
は
一
五
、
○
○
○
円
で
、
い
ち
ど
、
ぜ
ん
ぶ
を
家
に
い
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
お
小
遣
い
を
あ
ら
た
め
て
、
三
、
○
○
○
円
か

ら
四
、
○
○
○
円
ほ
ど
も
ら
い
ま
す
。
な
に
に
つ
か
っ
て
い
る
の
か
、
自
分
で
も
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
洋
服
と
映
画

な
ど
で
し
ょ
う
か
。
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
に
は
あ
ま
り
つ
か
っ
て
い
な
い
つ
も
り
で
す
。
貯
金
は
し
て
い
ま
す
が
、
毎
月
の
金
額
は
一

い
と
い
う
気
持
が
、
ど
う
，

な
に
も
い
わ
な
い
で
も
、
曰

（
事
例
６
）
１
．
Ｍ
さ
ん
。

四
人
で
、
母
親
、
弟
、
祖
母
と
私
で
す
。
父
親
は
、
私
が
小
学
校
四
年
生
の
と
き
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
母
親
は
映
画
館
に

年
少
労
働
者
の
実
態

五
九

女
子
、
一
八
才
。



以
上
の
六
の
事
例
か
ら
み
る
か
ぎ
り
で
、
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
ら
を
す
こ
し
整
理
し
て
お
き
た
い
。

労
働
過
程
と
労
働
組
織
と
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
五
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
②
労
働
過
程
は
、
そ
の
単
純
性
、
単
調
性
、
部
分
性

な
ど
に
よ
り
、
年
少
労
働
者
た
ち
に
、
関
心
が
も
て
な
い
作
業
に
強
制
さ
れ
て
し
た
が
う
苦
痛
を
あ
た
え
て
い
る
。
年
少
労
働
者
の
頻
繁

な
転
職
の
か
な
り
の
部
分
が
こ
の
苦
痛
と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
こ
れ
に
た
い
し
て
、
わ
ず
か
に
例
外
を
な
す
の

は
、
料
理
人
な
ど
、
特
殊
な
技
術
、
正
確
に
は
、
技
能
の
要
素
を
比
較
的
多
く
ふ
く
む
技
術
を
習
得
す
る
機
会
を
も
つ
年
少
労
働
者
た
ち

で
あ
る
。
彼
ら
の
労
働
過
程
に
た
い
す
る
意
識
に
み
ら
れ
る
特
性
の
一
つ
は
、
職
業
的
自
尊
心
で
あ
る
。
⑥
こ
の
ほ
か
、
肉
体
的
疲
労
、

年
少
労
働
者
の
実
態

六
○

つ
と
め
て
い
ま
す
。
も
う
四
五
才
に
な
る
の
で
、
働
く
の
は
辛
い
よ
う
で
す
。
母
親
に
は
や
く
楽
を
さ
せ
て
や
り
た
い
、
と
い
う
の
が
、

い
ま
、
私
が
も
っ
て
い
る
、
も
っ
と
も
つ
よ
い
希
望
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
沼
津
商
業
高
校
二
年
生
の
弟
に
も
、
は
や
く
一
人
前
に
な

っ
て
、
か
せ
い
で
も
ら
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
の
将
来
、
と
く
に
結
婚
の
こ
と
な
ど
は
、
す
こ
し
は
か
ん
が
え
ま
す
が
、
ま
だ
、
現
在

の
家
族
の
こ
と
で
精
一
杯
と
い
う
の
が
実
状
で
す
。

⑥
ふ
だ
ん
は
、
五
時
に
終
業
、
五
時
半
に
帰
宅
、
食
事
を
つ
く
り
、
風
呂
を
わ
か
し
、
入
浴
、
食
事
、
あ
と
か
た
ず
け
と
追
わ
れ
ま

す
。
と
て
も
、
忙
し
い
の
で
す
。
な
に
か
を
す
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。
週
に
一
度
の
休
日
は
、
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
先
週
は
木
曜
日

が
休
日
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
休
日
に
、
公
休
者
ば
か
り
い
っ
し
ょ
に
、
映
画
に
い
っ
た
り
、
小
旅
行
に
い
っ
た
り
も
し
ま
す
。
こ
の
あ

い
だ
は
、
日
活
の
「
美
し
い
暦
」
を
み
ま
し
た
。
し
た
い
こ
と
の
一
つ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
昼
休
み
な
ど
、
い
く
ら
か
時
間
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
バ
レ
エ
ポ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た
い
。
で
も
、
用
具
や
場
所
の
問
題
で
、
会
社
に
か
け
あ
う
ひ
と
が
い
な
い
の
で
す
。
組
合
は
あ
り

ま
せ
ん
。



賃
金
。
消
費
支
出
と
家
族
組
織
と
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
②
現
在
、
所
属
し
て
い
る
家
族
に
た
い
し

て
、
つ
よ
い
一
体
感
を
と
も
な
う
関
心
が
い
だ
か
れ
て
い
る
ば
あ
い
が
多
い
。
女
子
の
ば
あ
い
、
く
わ
え
て
、
恋
愛
・
結
婚
。
あ
た
ら
し

く
形
成
す
る
家
族
へ
の
関
心
が
、
多
か
れ
少
か
れ
、
あ
る
。
②
賃
金
は
一
○
、
○
○
○
円
か
ら
一
七
、
○
○
○
○
円
ま
で
の
あ
い
だ
に
分

布
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
低
額
に
つ
い
て
の
不
満
は
、
か
な
ら
ず
し
も
一
般
的
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
賃
金
か
ら
、
自
分

ひ
と
り
の
生
活
費
を
得
れ
ば
よ
い
こ
と
が
多
い
年
少
労
働
者
の
生
活
の
せ
い
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
賃
金
の
社
会
科
学
的
本
質
に
つ

い
て
の
認
識
は
彼
ら
に
み
い
だ
さ
れ
な
い
。
⑥
家
族
に
生
活
費
と
し
て
五
、
○
○
○
円
か
ら
一
○
、
○
○
○
円
ま
で
を
い
れ
、
あ
と
は
、

小
遣
い
と
貯
金
で
ほ
ぼ
二
分
し
て
つ
か
わ
れ
る
。
小
遣
い
の
つ
か
い
み
ち
は
、
娯
楽
と
衣
服
が
主
で
あ
る
。

労
働
時
間
・
余
暇
時
間
と
余
暇
消
費
と
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
三
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
④
労
働
時
間
は
、
比
較
的
小
さ
い
企
業

で
は
、
な
が
く
、
不
安
定
に
な
り
が
ち
で
あ
る
９
年
少
労
働
者
た
ち
は
、
こ
の
な
が
い
労
働
時
間
に
苦
痛
を
お
ぼ
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、

充
分
な
抗
議
の
姿
勢
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
労
働
時
間
の
長
さ
は
余
暇
時
間
を
と
ぼ
し
く
し
、
余
暇
志
向
の
よ
わ
さ
を
ま
ね
い
て

い
る
。
②
比
較
的
大
き
い
、
安
定
し
た
企
業
の
年
少
労
働
者
た
ち
に
は
、
労
働
時
間
が
さ
だ
ま
っ
て
お
り
、
余
暇
時
間
に
め
ぐ
ま
れ
、
余

暇
志
向
が
つ
よ
い
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
労
働
過
程
に
興
味
が
も
て
な
い
事
実
と
み
あ
い
、
家
族
へ
の
関
心
の
つ
よ
さ
と
も
か
か
わ
る
。
⑥

年
少
労
働
者
の
実
態

一
ハ
ー

同
僚
と
の
折
合
の
悪
さ
、
上
役
の
叱
責
な
ど
も
、
労
働
過
程
を
苦
痛
な
も
の
に
す
る
。
⑨
以
上
の
結
果
、
自
己
の
将
来
の
労
働
生
活
に
つ

い
て
、
積
極
的
で
明
確
な
展
望
を
も
つ
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
例
外
に
ち
か
い
も
の
が
成
立
し
た
の
は
、
商
店
な
ど
の

自
営
の
方
向
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
⑤
労
働
組
合
に
た
い
し
て
は
、
比
較
的
う
す
い
関
心
の
あ
り
か
た
が
基
調
に
な
っ
て
い
る
。
反
溌

・
嫌
悪
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
わ
け
が
な
い
が
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
組
合
活
動
を
か
ん
が
え
る
と
い
う
域
に
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。



労
働
過
程
が
、
作
業
内
容
の
単
調
性
・
単
純
性
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
少
労
働
者
た
ち
に
苦
痛
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
Ｖ
す
で
に
、
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
中
心
に
、
し
ば
ら
く
、
み
て
ゆ
き
た
い
。

ま
ず
、
「
あ
な
た
は
、
現
在
の
あ
な
た
の
職
業
の
内
容
・
方
法
・
技
術
に
つ
い
て
、
興
味
が
も
て
ま
す
か
、
も
て
ま
せ
ん
か
」
と
い
う

質
問
に
た
い
す
る
回
答
結
果
を
と
り
あ
げ
る
。

前
章
に
お
い
て
は
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
労
働
と
生
活
と
に
た
い
し
て
、
六
の
事
例
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
こ
と
が
ら

を
抽
象
し
、
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
こ
う
し
て
、
さ
い
ご
に
は
、
労
働
過
程
と
労
働
組
織
、
賃
金
・
消
費
支
出
と
家
族
組

織
、
労
働
時
間
・
余
暇
時
間
と
余
暇
消
費
と
い
う
一
一
一
つ
の
面
で
、
一
○
余
り
の
こ
と
が
ら
を
、
い
ち
お
う
、
列
記
し
た
わ
け
で
あ
る
・
そ

れ
ら
と
、
先
行
す
る
諸
研
究
が
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
が
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
、
調
査
票
を
構
成
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
数
量
化
に
よ

る
接
近
の
結
果
を
、
以
下
に
報
告
す
る
。
こ
の
叙
述
は
、
前
者
の
叙
述
の
あ
る
部
分
を
確
認
し
、
あ
る
部
分
を
再
検
討
す
べ
き
糸
口
を
も

た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
便
宜
上
、
事
例
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
採
用
し
た
一
一
一
つ
の
面
の
分
類
を
こ
こ
で
も
採
用
す
る
。

年
少
労
働
者
の
実
態

一ハーー

余
暇
消
費
の
内
容
が
、
労
働
過
程
の
た
め
の
技
術
・
技
能
の
習
得
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
か
、
あ
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ば
あ
い
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
労
働
生
活
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
の
積
極
的
で
明
確
な
展
望
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。

②
労
働
過
程
と
労
働
組
織 ４
年
少
労
働
者
の
労
働
と
生
活

ｌ
数
量
化
に
よ
る
接
近
‐
Ｉ



第13表職業への興味（学歴別・性別）

どちらか
といえば

興味がも
てない

どちらか

といえば

興味がも
てる

零騨､|回答なし興味がも
てる

計

年
少
労
働
者
の
実
態

100（５６） 

100（５２） 

100(108） 

卒男子

女子

小計

６
９
３
 

４
１
３
 

７
２
５
 

２
４
３
 

９
４
１
 

１
１
 

中

６
５
０
 

１
２
２
 １ 

jＵ（Ｈと

Ｆ
】
□
■
■
■
【
】

５１１０［ 

】Ｏ【１

]Ｕ（１４１ ■Ｉ囮』
Ⅱ
ロ
』
‐
】

召
」
】
（
」
［

DＯ（６９ 、
】
【
】

】[］Ｃ’ⅡlＬ

質問「あなたは，現在のあなたの職業の内容，方法，技術について，

興味がもてますか，もてません力丸」
■ 

調
査
対
象
全
体
で
は
、
「
興
味
が
も
て
る
」
三
七
％
、
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
興
味
が
も
て
る
」
三
○
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
興
味
が
も

て
な
い
」
一
一
○
％
、
「
興
味
が
も
て
な
い
」
一
一
一
％
と
な
る
。
後
の
一
一

つ
の
回
答
の
ば
あ
い
を
詳
細
に
み
る
と
、
学
歴
別
で
は
、
さ
し
た
る
差

は
み
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
性
別
で
は
、
女
子
に
そ
れ
ら
の
回
答
が
や
や

多
い
。
た
と
え
ば
、
中
卒
女
子
の
ば
あ
い
、
一
一
と
お
り
の
回
答
の
比
率

の
合
計
は
、
男
子
の
そ
れ
が
一
一
五
％
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
三
九
％

に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
（
第
二
一
一
表
）
。
業
種
別
で
は
、
製
造
業
、
卸
・
小

売
業
、
な
ど
で
、
全
体
の
傾
向
と
ほ
ぼ
似
通
っ
た
傾
向
が
出
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
運
輸
通
信
業
、
公
務
員
な
ど
で
は
興
味
を
も
ち
が

た
い
と
い
う
訴
え
が
比
較
的
す
ぐ
な
い
（
第
一
四
表
）
。
企
業
規
模
別
で

は
、
こ
の
訴
え
が
、
一
一
九
人
以
下
の
企
業
の
み
で
き
わ
だ
っ
て
少

い
。
こ
こ
ろ
み
に
、
後
の
一
一
と
お
り
の
回
答
の
比
率
合
計
を
ふ
る
と
、

五
○
○
人
以
上
で
一
一
一
五
％
、
四
九
九
人
以
下
一
○
○
人
以
上
で
三
八

％
、
九
九
人
以
下
一
一
一
○
人
以
上
で
一
一
一
三
％
、
一
一
九
人
以
下
で
一
一
○
％
と

な
る
（
第
一
五
表
）
。
や
は
り
、
小
さ
い
企
業
ほ
ど
、
労
働
過
程
の
分
割

が
す
す
ん
で
お
ら
ず
、
そ
れ
が
、
単
調
性
・
単
純
性
の
増
大
を
阻
止
し

一ハ一一一



第14表職業への興味（業種別）実数（）内錫

1噸札零誉州麟騨興味が
てなV、

計 年
少
労
働
者
の
実
態

漁業

蓮一設業

製造業

卸・小売業

金融業

運輪・通信業

サービス業

公務員

分類不能

１ 

３ 

３５(30） 

12(46） 

１．’ 

7 

115(100） 

２６(100） 

５ 

２０(100） 

７ 

１９(100） 

３ 

2 

38(34） 

1 

28(24） 

５(19） 

１ 

２(10） 

1 

13(11） 

４(16） 

1（１） 

５(19） 

１ 

８(40） 

３ 

８(40） 

５ 

９(47） 

１ 

2(10） 

２ 

５(26） 

１ 

3(16） 2(11） 

１ 

業種についての「回答なし」６を除く
ゲ｢'

第15表職業への興味（企業規模別）

霧洲駿|蕊|零蘇1回答札 計
９
９
９
 

９
９
２
 

一
Ｍ
一
一

０
０
０
 

０
０
３
 

５
１
 

４
４
９
０
 

３
３
２
５
 

１
８
３
０
 

３
２
３
３
 

１
８
４
６
 

２
２
１
１
 

４
０
９
４
 

１
１
１
 

100(102） 

100（２９） 

100（２１） ５ 

100（５０） 

規模についての「回答なし」７ を除く

六
四

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
前
章
の
、

大
企
業
の
Ｆ
発
動
機
に
つ
と
め
る
Ｙ
・

Ｋ
君
の
ば
あ
い
と
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

製
造
機
を
つ
く
る
工
員
三
人
の
町
工
場

Ｙ
機
械
に
つ
と
め
て
い
た
こ
ろ
の
Ｍ
・

Ｔ
君
の
ぱ
あ
い
と
を
、
対
照
し
つ
つ
想

起
し
て
ほ
し
い
。

つ
ぎ
に
、
前
間
へ
の
回
答
の
理
由
を

と
う
質
問
に
た
い
す
る
、
回
答
結
果
を

と
り
あ
げ
て
み
る
。

●
自
己
の
し
た
が
う
労
働
過
程
に
興
味

を
も
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
対
象
全
体

で
は
「
仕
事
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
」

一
五
％
、
「
仕
事
が
全
体
的
で
あ
る
」

一
四
％
、
「
仕
事
が
複
雑
で
あ
る
」
二

二
％
、
「
仕
事
に
社
会
的
意
義
が
あ
る
」

一
五
％
、
「
仕
事
に
自
分
が
い
か
せ
る
」



蕊！

第16表興味をもつところ（学歴別。性別）

計

仕
変

事が

化に

が
的
る
業
活
体
と
り
て
Ｊ

事
体
あ
事
の
全
ひ
お
つ
る

仕事が
複雑で
ある

（だ
れにで

もでき
るとい

うもの

ではな

い）

その他 回答た

仕
奎
で
く
所
動
を
●
と
や
い

仕
社
意
あ
く
中
め
つ
る

に
的
が
の
た
な
い

事
会
義
る
世
の
に
て
』

仕事に

自分が

いかせ

し年
少
労
働
者
の
実
態

富
い

んで
る（自

分にむる）

いてＶ、

る）

０
０
０
 

Ｊ
０
０
 

７
８
７
 

１
１
１
 卒識

1９ 
６
７
７
 

１
２
１
 

９
８
９
 

１
１
１
 

５
一
４

５
０
６
 

１
 

100（５８） 

100（１１） 

100（６９） 1６ 

中卒・高卒計男子

８
９
６
 

１
１
 

７
２
６
 

100(100） 

３
１
２
 

２
２
２
 

４
６
４
 

２
２
２
 

３
２
３
 

３
１
５
 

１
２
１
 

２
９
４
 

１
１
１
 

100（４３） 女子

100(143） 合計

質問「どういうところに興味がもてますか」
● 

一
一
四
％
と
、
理
由
が
分
布
す
る
。
学
歴
別
で
は
、
「
仕
事
が
複

雑
で
あ
る
」
「
仕
事
に
自
分
が
い
か
せ
る
」
で
は
中
卒
が
め
だ

ち
、
「
仕
事
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
」
で
は
高
卒
が
め
だ
っ
て

い
る
。
性
別
で
は
、
「
仕
事
が
変
化
に
富
ん
で
い
る
」
「
仕
事
が

全
体
的
で
あ
る
」
な
ど
で
女
子
が
め
だ
つ
（
第
ニ
ハ
表
）
。
こ
れ

だ
け
で
は
、
納
得
が
充
分
に
ゆ
く
説
明
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
し
、
回
答
結
果
に
は
「
タ
テ
マ
エ
」
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て

い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
。
Ｔ
軒
に
つ
と
め

る
Ａ
・
Ｈ
君
の
ぱ
あ
い
な
ど
を
か
ん
が
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
労
働

過
程
の
変
化
性
・
全
体
性
・
複
雑
性
。
あ
る
い
は
、
自
分
が
い

か
せ
る
と
い
う
回
答
に
は
、
あ
る
程
度
の
真
実
の
意
見
も
、
ま

た
、
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
サ
ン
プ
ル
数
の
関
係
で
表
は
省
略
す
る
が
、
自
己
の

し
た
が
う
労
働
過
程
に
興
味
を
も
た
な
い
と
い
う
調
査
対
象
全

体
で
は
、
「
仕
事
が
単
調
で
あ
る
」
四
一
一
％
に
、
理
由
が
大
き

く
集
中
す
る
。
つ
い
で
、
「
仕
事
に
自
分
が
い
か
せ
な
い
」
一
一

九
％
、
「
仕
事
が
簡
単
で
あ
る
」
一
一
一
一
％
、
「
仕
事
が
部
分
的
で

六
五



第17表将来身につけたい職業技術の有無

（学歴別・性別）

職
し
て
三
年
も
た
つ
と
、
現
在
の
社
会
構
造
の
な
か
で
は
、
自
分
の
学
歴
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
た
か
さ
の
社
会
的
地
位
を
手
に
入

れ
る
の
が
困
難
な
ぱ
あ
い
が
多
い
と
知
り
は
じ
め
、
焦
り
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
か
か
わ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
そ
こ
で
、
「
将
来
、
身
に
つ
け
た
い
職
業
技
術
が
あ
り
ま
す
か
、
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
質
問
へ
の
回
答
結
果
を
と
り
あ
げ
、

現
在
の
労
働
生
活
へ
の
判
断
と
将
来
の
労
働
生
活
へ
の
展
望
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

対
象
全
体
で
は
、
「
あ
る
」
五
六
％
、
「
な
い
」
四
四
％
、
中
卒
の
ば
あ
い
と
男
子
の
ば
あ
い
と
で
、
こ
の
差
は
、
い
っ
そ
う
大
き
く
な

ある｜なｖ、’計 年
少
労
働
者
の
実
態

100（５６） 

100（５２） 

100(108） 

卒男子

女子

小計

５
６
０
 

２
５
４
 

５
４
０
 

７
４
６
 

中紗

高 100（４８） 

100（１７） 

100(101） 

卒男子

女子

小計

２
９
９
 

５
２
４
 

８
１
１
 

４
７
５
 

100(140） 

100（６９） 

100(209） 

中卒・高卒計男子

女子

合計

９
１
６
 

５
５
５
 

１
９
４
 

４
４
４
 

質問「将来，身につけたい職業技術がありま

すか，ありませんか」

第18表ある職業技術を身につけたい理由

興味が
もてる

から

収入がた
かそうだ

から
その他騨｜計

鰯に：
鴬|菱
計｜必

100（６５） 

100（５２） 

100（８２） 

100（３５） 

０
６
－
０
４
 

４
３
－
４
３
 

５
０
－
１
７
 

１
１
－
１
１
 

５
６
－
５
６
 

５３８１３１１００(117） 

質問「具体的にかかれた職業技術を身につけ

たいとおもわれる理由はなんですか」

あ
る
」
八
％
と
な
る
。
Ｙ
・
Ｋ
君

Ｆ
製
菓
の
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
、
そ
の
ほ

か
の
事
例
に
よ
る
接
近
で
も
く
り

か
え
し
み
た
よ
う
に
、
労
働
過
程

の
単
調
さ
は
、
年
少
労
働
者
た
ち

を
苦
し
め
て
い
る
の
が
、
よ
く
わ

か
る
。
と
く
に
、
高
卒
の
ぱ
あ
い

で
、
こ
れ
が
め
だ
つ
。
ま
た
、

「
仕
事
が
単
調
で
あ
る
」
と
似
通

う
要
素
も
あ
る
、
「
仕
事
に
自
分

が
い
か
せ
な
い
」
で
中
卒
が
多
い

が
、
こ
れ
は
、
中
学
校
卒
業
で
就

一ハーハ



る
（
第
一
七
表
）
。
「
あ
る
」
と
す
る
も
の
に
、
理
由
を
問
う
と
、
「
興
味
を
も
て
る
か
ら
」
四
四
％
が
主
で
あ
り
心
「
収
入
が
た
か
そ
う
だ
か

ら
」
は
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
（
第
一
八
表
）
。
な
お
、
念
の
た
め
に
、
現
在
の
労
働
過
程
へ
の
興
味
が
あ
る
か
な
い
か
と
、
将
来
、

身
に
つ
け
た
い
職
業
技
術
が
あ
る
か
な
い
か
を
、
ク
ロ
ス
集
計
し
て
み
る
と
、
前
問
で
「
興
味
が
も
て
る
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
興
味

が
も
て
る
」
の
い
ず
れ
か
に
こ
た
え
な
が
ら
、
後
問
に
「
あ
る
」
と
こ
た
え
る
者
は
、
七
○
％
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
て
み
じ
か
に
い
え

ば
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
大
き
い
部
分
は
、
現
在
の
労
働
が
関
心
を
よ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
、
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

ほ
か
の
労
働
に
関
心
を
ひ
か
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
い
つ
ぼ
う
で
は
、
意
識
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に

し
た
が
う
労
働
が
疎
外
さ
れ
た
労
働
で
あ
り
、
そ
の
疎
外
に
た
い
す
る
反
溌
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
も
み
え
る
。
し
か
し
、
た
ほ
う
で

は
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
が
わ
に
、
な
に
か
技
術
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
社
会
の
な
か
で
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
生
活
の
条

件
と
生
活
の
意
味
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
、
一
種
の
「
タ
レ
ン
ト
主
義
」
が
あ
る
と
も
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
推
測
の
裏
付
け
に
、
第
一
九
表
を
か
か
げ
て
お
く
。
そ
れ
は
「
あ
な
た
は
職
業
に
か
ん
し
て
、
つ
ぎ
の
ど
れ
が
大
事
だ
と
お

も
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
へ
の
回
答
結
果
で
あ
る
。
こ
の
ぱ
あ
い
、
「
技
術
・
内
容
・
方
法
に
興
味
が
も
て
る
」
四
六
％
、
「
職
場
で
他

の
人
と
う
ま
く
ゆ
く
」
三
○
％
が
主
な
回
答
で
あ
る
。
事
例
に
お
い
て
は
、
Ａ
・
Ｈ
君
の
調
理
技
術
の
習
得
の
熱
意
、
Ｍ
・
Ｔ
君
の
ト
ラ

ッ
ク
運
転
の
技
術
の
習
得
へ
の
あ
こ
が
れ
、
な
ど
に
、
こ
の
実
例
を
み
て
き
た
。
な
お
、
Ｙ
・
Ｋ
君
の
ぱ
あ
い
の
ギ
タ
ー
へ
の
熱
中
な
ど

も
、
こ
の
よ
う
な
タ
レ
ン
ト
主
義
の
変
形
と
み
て
、
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。

こ
ん
ど
は
、
労
働
組
織
の
問
題
を
組
合
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
、
み
て
お
き
た
い
。

す
で
に
、
事
例
に
よ
る
接
近
に
お
い
て
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
組
合
に
た
い
す
る
関
心
の
う
す
さ
を
、
い
ち
お
う
み
て
き
た
。
以
下
の

数
量
化
に
よ
る
接
近
で
は
、
対
象
が
つ
と
め
て
い
る
事
業
所
に
お
け
る
組
合
の
有
無
な
ど
に
か
ん
す
る
基
礎
的
な
資
料
の
み
を
あ
き
ら
か

年
少
労
働
者
の
実
態

六
七



第19表職業で大切なもの（学歴別・性別）

｜lロ
１町

年
少
労
働
者
の
実
態

】Ｕ【、『

５１］Ｏ［ ＤｌｂＵ 

ＳｌｌＯＵ（lＵ８ [）’３８ 

Ⅱ】【Ｈと4F 

うｌｌＯＣリ2９上

10【１〃し

】Ｏ【１４【4８１１９１２６ 

うｌｌＵＵ（６９

一
同

［]Ｏ【H１

質問「あなたは，職業にかんして，つぎの項目のうち，どれが大事だ

とおもいますか」

注）關査では大事なものを第１位から第３位までランクさせた。その

うちの第１位にかんするもののみが，この表にまとめられている。

六
八

に
し
た
う
え
で
、
そ
の
関
心
の
う
す
さ
と
関
連
す
る
と
お
も
わ
れ
る

社
会
的
Ⅱ
政
治
的
無
関
心
の
一
端
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

「
現
在
あ
な
た
が
つ
と
め
て
い
る
事
業
所
に
組
合
が
あ
り
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
た
い
す
る
回
答
結
果
を
と
り
あ
げ
る
。

対
象
全
体
と
し
て
は
、
「
あ
る
」
六
一
一
一
％
、
「
な
い
」
三
七
％
と
わ

か
れ
る
。
学
歴
別
で
は
、
「
な
い
」
に
注
目
す
る
と
、
中
卒
で
五
○

％
、
高
卒
で
一
一
三
％
と
な
り
、
中
卒
の
年
少
労
働
者
た
ち
が
よ
り
不

利
な
条
件
に
あ
る
こ
と
が
一
示
さ
れ
る
（
第
二
○
表
）
。
業
種
別
で
は
、

「
な
い
」
が
、
建
設
業
、
卸
・
小
売
業
な
ど
で
高
率
を
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
一
般
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
（
第
一
一
一
表
）
。

企
業
規
模
別
で
は
、
そ
れ
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
「
な
い
」
の

比
率
が
、
多
少
の
凸
凹
は
あ
っ
て
も
増
大
し
て
い
る
。

な
お
、
組
合
の
有
無
と
調
査
対
象
の
加
入
の
有
無
と
は
原
理
的
に

は
こ
と
な
る
が
、
実
際
の
デ
ー
タ
で
は
、
組
合
が
あ
っ
て
も
対
象
が

加
入
し
て
い
な
い
と
い
う
ぱ
あ
い
が
な
い
の
で
、
あ
ら
た
め
て
加
入

を
と
り
あ
げ
な
い
。
ま
た
、
組
合
の
役
員
に
な
り
、
実
際
活
動
に
し

た
が
っ
た
と
い
う
例
も
ま
れ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。



第20表労働組合の有無（学歴別．性別） お
わ
り
に
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
組
合
に
た
い
す
る
関
心
の
う
す
さ
の
背
景
と
な
る
、
彼
ら
の
、
労
働
・
階
級
・
社
会
・
政
治
な
ど
に

つ
い
て
の
意
識
構
造
を
示
す
一
一
一
と
お
り
の
表
を
か
が
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
組
合
の
有
無
で
有
沢
を
攻
だ
が
、
侍
記
す
る
｜
ま
ど
り
室
ま
徒

ある 回答なしない 計

中 卒男子

女子

小計

￣ 

８
２
０
 

４
５
５
 

２
８
０
 

５
４
５
 

100（５６） 

100（５２） 

年
少
労
働
者
の
実
態

100(108） 

高 卒男子

６
６
６
 

７
７
７
 

４
８
３
 

２
１
２
 

100（８４） 

100（１７） 女子

小計

６
１
 100(101） 

中卒・高卒計男子

女子

合計

５
８
３
 

６
５
６
 

５
１
７
 

３
４
３
 

100(140） 

100（６９） 

１
０
 100(209） 

質問「現在あなたポつとめている事業所に組合があ

第21表労働組合の有無（業種別）

か
が
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
組
合
の
有
無
で
内
訳
を
み
た
が
、
特
記
す
る
ほ
ど
の
差
は
な

い
。
全
体
と
し
て
、
労
働
に
た
い
し
て
は
消
費
志
向
の
優
位
が
み
と
め
ら
れ
る
（
第

Ｊ
 

跡
一
一
一
一
表
）
。
Ｆ
製
菓
の
Ｓ
・
Ｋ
さ
ん
、
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
な
ど
は
、
こ
の
実
例
で
あ
ろ
う
。

霞
ま
た
、
自
己
中
心
主
義
も
露
骨
に
一
不
さ
れ

１
 

ある 計ない

建設業

製造業

卸・小売業

金融業

運輸・通信業

サービス業

公瀞員

４
８
９
０
０
３
９
 

１
６
１
８
０
４
８
 

１
 

師
釦
印
加
一
町
ｕ

100（７） 

100(115） 

100（２６） 

100（５） 

100（２０） 

100（７） 

100（１４） 

て
（
第
一
一
一
一
一
表
）
、
階
級
関
係
で
は
階
級
協

く除
調
主
義
が
圧
倒
的
に
多
く
支
持
さ
れ
る

を６
（
第
二
四
表
）
。
し
か
し
、
ま
た
、
そ
こ
に

Ｊ
 

糺
は
、
社
今
室
構
造
へ
の
着
眼
や
階
級
に
つ
い

鵬
て
の
正
確
な
認
識
へ
の
萠
芽
も
ふ
い
だ
さ

ｒ
 

３
れ
る
。
そ
れ
ら
を
、
粗
く
ロ
は
ど
の
よ
う
に

脚
し
て
と
り
あ
げ
、
成
長
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と

不類
が
で
き
る
か
が
、
さ
ら
に
か
ん
が
え
ら
れ

陽
ね
ば
な
ら
な
い
。

１
 

Ｊ
②
賃
金
・
消
費
支
出
と
家
族
組
織

業臘
つ
ぎ
に
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
経
済
生

活
に
か
ん
す
る
資
料
を
紹
介
す
る
。
こ
こ

六
九



第22表組合の有無と労働に対する態度

ある|ない|畷｜計
自分は仕事そのものに喜びを感ずるよりも
仕事でえた収入で生活をたのしみたい

自分は仕事からえた収入で生活丑たのしむ
よりも仕事そのものに生き甲斐を感じたい

どちらともＶ､えなv、

わからない

回答なし

合計

6７ 3３ 100（７５） 年
少
労
働
者
の
実
態

５
７
６
１
３
 

５
６
４
７
６
 

３
３
４
９
７
 

４
３
５
２
３
 

100（５３） 

100（６１） 

100（１３） 

100（７） 

100(209） 

２ 

０ 

質問「仕事と生活とについてつぎの意見がありますがあなたはどちら

に賛成ですか」

第23表組合の有無と生活改善の道

才。名

川（６！句&

川（Ｈｆつ４１ｺ［
Z〕上信7百咽正《ｒＥ色

窒ＣＤｔ上組をカエえる２
ⅡI【,/卜。４１ｺ上

ｊｌｂＣ 川（１卜

]0（８ 

Ｊｌ１００(２０§ 

質問「生活してゆく方法についてつぎのような意見があります。あな

たの意見は，このうち，どれに一番近v､とおもいますか」

七
○

で
は
、
調
査
を
つ
う
じ
て
あ
き
ら
か
に

さ
れ
た
対
象
の
実
態
を
記
述
す
る
に
と

ど
め
る
。

ま
ず
、
月
収
を
と
う
て
「
先
月
の
あ

な
た
の
収
入
は
手
ど
り
で
い
く
ら
で
し

た
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
る
。
こ
れ
に

た
い
す
る
回
答
結
果
を
ゑ
て
み
る
。

調
査
対
象
全
体
で
は
、
月
収
を
五
、

○
○
○
円
き
ざ
み
で
み
る
と
、
一
○
、

○
○
○
円
以
上
、
一
四
、
九
九
九
円
以

下
に
五
三
％
が
集
中
す
る
。
こ
れ
に
、

一
五
・
○
○
○
円
以
上
、
一
九
、
九
九
九

円
以
下
の
一
一
七
％
を
あ
わ
せ
る
と
、
一

○
、
○
○
○
円
台
に
全
体
の
八
○
％
が

ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

範
囲
で
、
一
五
、
○
○
○
円
以
上
、
一

九
、
九
九
九
円
以
下
に
、
学
歴
別
で
は



第24表組合の有無と労資関係への態度

ある｜なｖ、｜回答なし’計

100（１７） 

100（１９） 

100（２３） 

100（９２） 

100（５１） 

100（７） 

100(209） 

８
９
５
４
５
３
３
 

８
７
６
５
６
４
６
 

２
１
５
６
５
３
７
 

１
２
３
４
３
４
３
 

甲に賛成

どちらかといえば甲に賛成

どちらともいえない

どちらかといえば乙に賛成

乙に賛成

回答なし

会．計

年
少
労
働
者
の
実
態

1４ 

０ 

質問「労働者階級と賓本家階級の関係につV､てつ香のような２つの意
見があり蚕す。甲：労働者階級と資本家階級の利害はまったく相
反しているから,労働者階級はあく左で賓本家階級とたたかわね

ばならない。乙：会社がもうかれば賃金があがるように，賛本家
階級の利害とプ労働者階級の利害はきゆうきょくにおいて一致す
るのだから，労働者階級と賓本家階級は協力しなければならない。

あなたは，甲・乙いずれに賛成ですか」

第25表先月の収入（学歴別．年令別）

|⑲深|::灘:蕊|{::灘:篝|捌鯉|鰈｜
|;llliiliilll三に｜■■ 

計

100（５６） 

100（５２） 

100(108） 

中卒男子

女子

小計

９－100（８４） 

６１００（１７） 

１１００(101） 

９
６
９
 

１
３
８
 

４
２
３
 

６
５
０
 

３
６
４
 

５ 高卒男子

子
計

女
小

４ 

円引臘

９
３
７
 

５
０
７
 

３
１
２
 

３
５
３
 

４
７
５
 

６
９
７
 

豊体男子

１
’
１
 

子
計
女
合

Ｊ
よ
り
多
く
集
中
す

力肱
る
（
第
一
一
五
表
）
。

圧
業
種
別
で
は
、
卸

化
・
小
売
業
、
製
造

帥
業
お
よ
び
運
輸
通

脈
信
業
な
ど
が
、
ほ

ど手
か
の
業
種
に
く
ら

は帆
べ
て
、
よ
り
優
位

剛
を
占
め
て
い
る
。

枕
そ
れ
ら
に
た
い
し

肌
て
、
劣
位
が
比
較

院
的
め
だ
つ
の
は
、

鯛
公
務
員
で
あ
ろ

う
。
ほ
か
の
業
種

中
卒
よ
り
高
卒

が
、
性
別
で
は
女

子
よ
り
男
子
が
、

七
一



第26表先月の収入（規模別）（中卒・高卒計）

瞳臺構予ijiト
こ
の
賃
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
間
う
て
は
い
な
い
が
、
一
一
、
三
の
表
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
対
象
全
体
の
な
か
で
、
「
親
も
と
か
ら
は
な
れ
て
生
活
し
て
い
る
者
」
一
七
％
、
「
親
と

い
っ
し
ょ
に
生
活
し
て
い
る
者
」
八
一
一
一
％
と
な
る
（
第
一
一
七
表
）
。
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ
で
消
費
支
出

の
あ
り
か
た
が
異
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
別
々
に
問
う
た
。
前
者
の
消
費
支
出
を
第

第27表生活の形態

ｎＪⅡし、Ⅱマモ､

２１６l１ＵＵ（ｂｂ 

】Ｕ【１０卜

jＵ（８４ 

L｣ 3０１１００（１［ 

甲
元
佇
〆
△
面

Ｏ【１４【閂

jＯ（６Ｌ 

j【】（２０P

質問「あなたの現在の生活についておたずねします。

あなたは現在，親もとからはなれて生活しています

か，親もとでいっしょに生活してv､蚕すか」

る
よ
う
に
、
ほ
か
か
ら
抜
き
ん
で

て
い
る
（
第
一
一
六
表
）
。
一
般
に
、

年
少
労
働
者
の
賃
金
構
造
の
変
化

と
し
て
、
業
種
間
、
企
業
規
模
間

の
分
散
の
縮
少
が
い
わ
れ
る
が
、

こ
の
資
料
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
こ

の
平
準
化
は
か
な
ら
ず
し
も
完
了

し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。

○
○
○
円
以
上
の
比
率
に
み
ら
れ

を
い
え
な
い
。
規
模
別
で
は
、
五

○
○
人
以
上
の
企
業
が
、
一
五
、

は
、
実
数
が
小
さ
す
ぎ
て
、
多
く

七 夕
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第28表収入と生活（親もとを離れているもの）

収入の一部観に仕送り生活饗の－
逓親に仕送しないが親部を親から
、しているから援助も援助されて

うけないｖ、ろ

回答なし

合計

年
少
労
働
者
の
実
態

中卒・高卒計合計’２５ 5８ 11 ６１１００(36） 

質問「あなたの収入と生活とについてはつぎのどれがあてはまりますか」

第29表収入と生活（親といっしょに生活しているもの）
~￣~￣￣ 

霧|震口蕊識FＦ
中卒僻計臺ﾄＩ'1N ' 

３
３
３
 

３
３
３
 

３
０
９
 

２
４
２
 

８
２
６
 

質問「あなたの収入と生活喪とについてはつぎのどれがあてはまりますか」

一
一
八
表
に
、
後
者
の
そ
れ
を
第
二
九
表
に
、
示
し
て
お
く
。
こ
れ
ら
の

表
だ
け
か
ら
は
決
定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
全
体
の
六
○
％
余
り

が
、
自
己
の
収
入
で
自
己
の
生
活
を
さ
さ
え
て
お
り
、
三
○
％
前
後

が
、
さ
ら
に
、
ほ
か
の
家
族
員
の
生
活
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
も
さ

さ
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

⑥
労
働
時
間
・
余
暇
時
間
と
余
暇
消
費

お
わ
り
に
、
年
少
労
働
者
た
ち
の
労
働
時
間
・
余
暇
時
間
を
中
心
に
、

余
暇
消
費
を
も
あ
わ
せ
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
紹
介
す
る
。

労
働
時
間
を
問
い
「
あ
な
た
の
勤
務
時
間
は
平
日
で
つ
ぎ
の
ど
れ
に

あ
た
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
た
い
す
る
回
答
結
果
を
み
よ
う
。
“

対
象
の
全
体
で
、
労
働
時
間
が
八
時
間
を
こ
え
る
と
こ
た
え
た
者

が
、
一
九
％
に
達
す
る
。
学
歴
別
、
性
別
で
は
め
だ
っ
た
差
が
な
い

（
第
三
○
壱
。
業
種
別
で
は
、
卸
・
小
売
業
、
運
輸
通
信
業
で
、
労
働

時
間
の
な
が
さ
が
め
だ
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
前
者
で
は
、
労
働
時
間

が
八
時
間
を
こ
え
る
者
が
五
○
％
に
達
す
る
。
ま
た
、
「
ま
っ
た
く
不

定
で
、
平
均
し
て
も
意
味
が
な
い
」
と
こ
た
え
た
者
も
八
％
も
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
も
実
数
が
少
い
の
で
決
定
的
な
こ
と
を
い
え
な
い
が
、
労

七一一一



第30表労働時間（学歴別．性別）

鷲}綱
まったく

不定で，
平均して
も意味が
ない

８時間
１分以上
９時間
59分以下

回答

なし

10時間
以上

計 年
少
労
働
者
の
実
態

中卒男子

女子

小計

７
１
９
 

２
３
２
 

３
１
２
 

５
５
５
 

100（５６） 

100（５２） 

100(108） 

２
２
８
 

１
 ４ 

１０ 

６ 

４
６
５
 

高卒男子

女子

小計

100（８４） 

100（１７） 

100(101） 

２
５
３
 

３
３
３
 

５
６
５
 

４
４
４
 

11 

13 

11 

1０ ２ 

６
１
 ８ ２ 

中卒・高卒計男子

女子

合計

０
２
１
 

３
３
３
 

７
７
７
 

100(140） 

100（６９） 

100(209） 
９
２
０
 

４
５
５
 

１
４
９
 

１
 

３
４
３
 

１
０
 

質問「あなたの勤務時間は，平日でつぎのどれにあたりますか」

第31表労働時間（業種別）

まったく
不定で平
均しても
意味がな
い

１４ 

１ 

８ 

６時間
１分以上

７時間
59分以下 瞬間鰯÷

10時間

以上
計

建設業

製造業

卸・小売業

金融業

運輸・通信業

サービス業

公務員

1４ 

３８ 

９
３
２
０
０
４
４
 

２
５
４
４
４
１
７
 

100（７） 

100(115） 

100（２６） 

100（５） 

100（２０） 

100（７） 

100（１９） 

４
８
３
 

１
 

２
 

2９ 

2７ 

6０ 

４０ 10 

14 

５ 

１４ 

５ 

５８ 

2６ 

働
時
間
が
な
が
く
、
Ｔ
軒
の

Ａ
・
Ｈ
君
の
こ
と
を
想
起
さ

せ
る
（
第
一
一
二
表
）
。
企
業
規

模
別
で
は
、
二
九
人
以
下
の

労
働
時
間
の
な
が
さ
が
め
だ

く
つ
。
労
働
時
間
が
八
時
間
を

壌釘
こ
饅
え
る
も
の
は
、
実
に
、
四

６
 

Ｊ
四
％
に
お
よ
ん
で
い
る
（
第

しな
一
一
一
二
表
）
。
こ
れ
は
、
全
国

答個
的
に
も
み
と
め
ら
れ
る
傾
向

３
で
、
と
く
に
ｎ
四
人
以
下
の
零

Ｊ
 

御
細
企
業
で
、
住
み
こ
み
年
少

獺
労
働
者
の
ぱ
あ
い
に
は
、
九

ｒ
 

１
時
間
以
上
の
労
働
時
間
が
七

劇
八
％
、
二
時
間
以
上
が
二

隙
五
％
に
お
よ
ぶ
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
あ
な
た
の
勤

七
四



第32表労働時間（企業規模別）

６時間
１分以上

７時間
５９分以下 鞠､時間以±

堂ったく不
定で平均し
ても意味が
ない

８時間 計

年
少
労
働
者
の
実
態

500～ 

1004～9９ 

３０～３９ 

～２９ 

５
７
４
２
 

４
１
２
１
 

５
３
６
８
 

４
７
６
３
 

７
７
 

１
３
５
６
 

100(102） 

100（２９） 

100（２１） 

100（５０） 

２ 

５ 

２４ 2０ 

「回答なし」７を除く

第33表勤務時間が守られているか（学歴別・性別）

勤務時間
はだいた

いき襲っ
ているが

日により

30分や１

時間くら
い多v､少
v､がある

勤務時間
ははっき

りきまっ
ている力§

残業が多
いｏしか
し残業手
当がつく

勤務時間
ははっき

りきまっ

ていて，
守られて

いる。

回答なし 計

中卒男子

女子

小計

０
７
０
 

６
５
６
 

０
５
２
 

２
２
２
 

９ 

１０ 

９ 

１
８
９
 

１
 100（５６） 

100（５２） 

100(108） 

高卒男子

女子

小計

７
２
８
 

１
 

５
９
５
 

５
５
５
 

２
３
１
 

３
２
３
 

４ 100（８４） 

100（１７） 

100(101） 

２
６
３
 ３ 

中卒・高卒計男子

女子

合計

７
５
６
 

２
２
２
 

０
 

８
８
８
 

５
５
５
 

８ 

１０ 

９ 

６
６
６
 

100(140） 

100（６９） 

100(209） 

１
１
１
 

質問「あなたの勤務時間についておたずねv､たします。勤務時間は

はっきりきまっているでしょうか」

し
よ
う
か
」
と
い
う
質
問
に

た
い
す
る
回
答
を
ふ
る
。
対

象
の
全
体
で
、
「
勤
務
時
間

は
だ
い
た
い
き
ま
っ
て
い
る

が
、
日
に
よ
り
三
○
分
や
一

時
間
く
ら
い
多
い
少
い
が
あ

る
」
九
％
、
「
勤
務
時
間
は

一
応
き
ま
っ
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
守
ら
れ
な
い
。
残
業

手
当
も
な
い
」
六
％
あ
た
り

が
、
労
働
時
間
が
不
安
定
な

部
類
に
は
い
ろ
う
。

こ
の
、
労
働
時
間
の
な
が

さ
に
よ
り
余
暇
時
間
の
な
が

七
五

務
時
間
に
つ
い
て
お
た
ず
ね

は
っ
き
り
き
ま
っ
て
い
る
で

い
た
し
ま
す
。
勤
務
時
間
は



第34表余暇時間における集団（学歴別．性別）

|灘|鱗蕎|鯛’ その他｜回磐なし｜合計

年
少
労
働
者
の
実
態

中卒男子

女子

小計

2０ 

８ 

１４ 

７
０
４
 

５
７
６
 

100（５６） 

100（５２） 

100(108） 

４
８
１
 

１
１
 

５
８
６
 

４
６
５
 

高 卒男子

女子

小計

７
３
６
 

５
５
５
 

100（８４） 

100（１７） 

100(101） 

７ 

０
５
１
 

３
３
３
 

４
６
，
４
 

２
６
３
 ６ 

Ⅱ】【１４【索Z否.Ｈ苛三呑冒

ＳｌｌＯＯ（６日

】【】【２０！5０１９ 

質問「あなたはひまなとき（仕事をしないとき）友だち，仲間などと

いっしょに時間をすごすことがあり童すか。そうv､う友だち仲間な

どのグループ・はつぎのどの種類に属しますか｣、

第35表余暇時間における活動内容(学歴別・性別)実数・いくつ答えてもよい

Ｚ 

ｎＵＴｕ」

５１１９ 

4０１４６１４［ 

5４１８ 48’６３１６６ 二F[二W△・局ｑ二百

８１１０ Ｈ１４０１９ 

舎臂ｒｌ８６１１０ ､２lＵＨＩＨ 

質問「あなたはひ蚕なとき（仕事達してv､ないとき）友だち仲間など
とｖ､っしょに時間をすごすことがありますか。主としてなにをいっ

しょにしますか」

成質ううもらとやつそ容の余るさ
さ問･てのととるしれの活暇｡れ
れがこみをや、人よ】匿う動時そて
た構のよ問る彼ぴにいち内間のぃ

七
六

さ
が
規
定

の
は
、
Ａ
・



Ｈ
君
が
、
友
だ
ち
と
雑
談
を
し
て
も
、
あ
そ
び
関
係
の
話
題
を
え
ら
び
、
仕
事
関
係
の
話
題
を
さ
け
る
と
述
べ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
Ｙ
・

Ｋ
君
、
Ｍ
・
Ｔ
君
な
ど
の
労
働
過
程
に
つ
い
て
の
関
心
に
か
ん
す
る
意
見
を
参
考
に
し
て
い
る
。

い
っ
し
ょ
に
余
暇
を
す
ご
す
人
び
と
に
つ
い
て
、
「
そ
う
い
う
友
だ
ち
、
仲
間
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
、
つ
ぎ
の
ど
の
種
類
に
属
し
ま
す

か
」
と
い
う
質
問
に
は
、
「
職
場
の
友
だ
ち
・
仲
間
」
が
六
○
％
と
も
っ
と
も
多
い
。
つ
ぎ
が
「
学
校
時
代
の
友
だ
ち
」
で
一
三
％
と
な

る
（
第
一
一
一
四
表
）
。
表
は
省
略
す
る
が
、
企
業
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
こ
の
「
学
校
時
代
の
友
だ
ち
」
の
比
率
が
た
か
ま
る
。
い
っ
し

ょ
に
や
る
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
実
数
の
表
を
か
か
げ
る
に
と
ど
め
る
（
第
一
一
一
五
表
）
。

八
附
記
ｖ
こ
の
調
査
は
、
昭
和
三
七
・
三
八
年
度
文
部
省
試
験
研
究
「
産
業
の
高
度
化
と
労
働
者
生
活
の
変
化
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
共
同
調
査
で
あ
る
が
、
本
報
告
は
、
三
溝
⑯
副
田
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
執
筆
分
担
は
、
第
一
節
、
第
二
節
が
一
一
一
溝
、
第
三
節
、
第
四
節
が

副
田
と
な
っ
て
い
る
。

年
少
労
働
者
の
実
態

七
七
‐


